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ヌ I パでチャンピオンを目指せ!! 
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圏國曲 

これからの中体連「ハンドボール」 

全国中学校体育連盟ハンドボール競技部長 佐々木英明 


全国中学校ハンドボール大会を、来年度で第30回を迎えることとなし J ました。今の各ブ〇 
ック担当になって、平成14年で3同し J 目になります。この間諸先輩の部会、大会等に対する 
熱い情熱、また汗と大変なご苦労、そして深し曠情に支えられ幾多の困難を乗し J 越えながら普 
及発展してきました。今までの貴重な足跡と歴史を継承しながら21世紀に巧け中が連が担ラ 
投害りを考えると未来は巧して日月るいとは言えません。各学校現場の実態として、生徒の少子化 
に伴ラ部員不足、また、休部•廃部とチーム数び年々減少しているのが現がです。そして、教 
員採巧の減少による指導者不足、それに伴って指導者の高齡化等の諸問題がこれか6急速に教 
育現場へ巧し寄だてくるよラに思われます。 

現在、中学校のチ-•ム数は男子772チーム、女子588チーム、合計1360チームび活動 
しています。大会は、都道府県からブ□ック大会そして、を国大会とつながっています。そし 
て、を大会において運営する人数、予算等が大変少なく苦労されているのを現がです。専門部 
としては、大会に参加してくれた選手、役員がいい大会だったと言ってもらえるよラに曰々努 
力しておし J ます。先に述べました少子化に伴ラ部員の登録減少の顔止ゆを目指し、魅力ある八 
ンドボールを作り上げ、ジュニアの強化を目指すいま、将来世界で活躍できる選手を育成して 
いき、ル学校•高等学校との連携を密にして努力、精進して今後進んでいきたいと思います。 
ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 



吏い にち、 

発見！！ 



おじい発見。あたたかい発見。 

お.35^れな発見。 

あなたの毎日を新しくする。 
そんなおがな発見の場でありたい。 

每日が新しいィズミです。 











アジア辭巧 

(女モナショナル、女子 J r ナショナル、男子 J r ナショナル） 

兼世巧辭齡進男子ナショナルミアジア驅モあ 
世界選手拒アジア大腫第3巧ま巧定覇の媛巧 


強化委員長 

2000年の8月はハンドボール界にとって大変忙しく熱い 
夏だった。世界選手権のアジア予選がジュニア男ホ、シニ 
ア巧ホの4大会が*われ、これは協を始まってホの慌ただ 
しさだった。 

■女子ジュニア 

7巧28日から8巧1日まで、ホ子ジュニアの大会がバン 
グラデシュのダッカで開催された。南アジアで初めてのビ 
ッグ大会が催されたバングラデシュは亜熱帯で、しかも連 
日のように湿度90%じ I 上の悪条件の中での關催であった。 
その上、交通事情も悪く道路は人、力幸、バス、トラック 
等で溢れ、交差点では収拾がつかない状態である。ホテル 
と体育館は通常20かぐらいのところが、突如として1時間 
程度要するなど、予想がつかないのが現がであった。バス 
には常が4名の警官が銃で警備に当たっており、慣れない 
我々にはかなりのショックを受けた。 

1回戦の バングラデシュには 大勝し、2回戦の中国戦は 
1点差の惜敗で A グループ 2位で準決勝に進んだが、対韓 
国戦は残念ながら大敗した。対中国との3位:決定戦では、 
前半3点差で負けていたが、後半に入り予選の屈辱を晴ら 
す連続得点を挙げて胸のすくような逆転勝利を収め、目標 
の3位を礎保し2001年の世界選手権ハンガリー大をの出場 
を決めた。試合を 重 わるごとに勢いと力を つけ 逞しい チー 
ム となっていった ジュニアチームの 活躍だった。 

ベストプレーヤー-オブ•ザ-マッチに GK の田代ひろ 
み選手が選ばれた。 

■ホ子ナシヨナル • 男子ナシヨナル 

女子第8回アジア選手権兼世界選手権予選、男子世界選 
手権アジア東地区予選は、中国（上觀で聞催された。出 
場国は女子7ヶ園、男子3ヶ国だった。 

女子は、台化との初戦は順調に得点を重ね楽勝するも々 
ザフスタン戦は終始リードして斤くが、後半に入り一進一 
退が続き、残り時間2々から連続速攻で逃げ切った。しか 
しカザフスタンの大型ポストには手を焼いた。第3戦の韓 
国戦は、ベテラン3人（田中、青戸、小樹を外し、思い 
切った若手陣で挑んだ。立ち上がり先行するが前半の終盤、 
み撃ミスが続き2点リードされ折り返す。後半に入り相手 
ディフてンスを崩せずミスを重ね速攻を許し韓国の一方的 
な試合となった。この試合がデビュー戦となったを口選手 


緒方關雄 I 

(福井商業高3年）は7 m スローを含め3得点を挙げる活 
躍をした。 A グループ2位となった日本は、 B グループ1 
位の中国との準決勝へ進み、この試合に勝負を掛けた日本 
チームは化巧したが、開始15か後から10分間ノーゴールの 
間に1点のリードを許し前半終了。後半立ち上がり5み間 
に3点のリードを許し、ディフェンススタイルを変則ディ 
フ卫ンスに作戦変更後、徐々にリズムを取り戻し作戦が巧 
を奏し15か過ぎよりリードを奪い、また、 GK の活躍もあ 
り3点差で勝利。そして決勝戦に駒を進めると共に、来年 
12巧イタリアで開催される世界選手権のお場権（アジア3 
ヶ国）を得た。 

韓国との決勝戦は、予選と違い試合開始と同時に目一杯 
の試合で、日本の多彩なディフ卫ンススタイルをものとも 
せず得点を重ね10点の大差で敗れる。この大会でのベスト 
センター賞及び MVP に田中美音子選手が選ばれた。この 
大会での目標である、世界選手権の出場資格獲得とアジア 
2位は一応達成できたが、韓国戦での試合内容に大きな課 
題を残した。今後、固有技術の向上に力ををぎ目標をしっ 
かりと見極め4年後のアテネオリンピック大会に備えなけ 
ればならない。 

男子世界選手権アジア東地区予選は、中国、韓国、日本 
の3チームの対戦となった。初戦は中国と対戦。2巧の熊 
本アジア選手権では前半3点リードしていたが、後半に入 
り中国にアタックディフ卫ンスを仕掛けられ敗れた日本で 
あったが、前半こそ身体の切れが悪かったものの1点リー 
ド、後半若手選手の活躍で7点リードで勝利。1日おいて 
の韓国戦は、試合開始より得点を重わられ勝負を決められ 
た。後半には互角の試合だったが、前半の点差が大きく 7 
点差で東地区2位となり、西地区2位のチーム（同時に西 
地区予選も斤われたがトラブルがあり順位が決定していな 
い）とアジア3位決定戦をバンコク（第3地域）で巧うこ 
ととなった。 

男子は帰国後3位決定戦に備えて合宿に入る。西のトラ 
ブルに巻き込まれて日程も二転三晓した。27日バンコクで 
サウジアラビアと対戦することが決定した。オルソン前全 
日本監督率いるサウジアラビアとの3位決定戦は、立ち上 
がりから終始サウジアラビアのペースで進み日本は一度も 
リードを奪うことなく後半20か8点差と引き離される。奮 
起する日本もディフ卫ンスでのリズムを取り戻し相手のミ 





スに乗じて 2 点差まで詰め寄った。しかし前半のハンディ 
が大きく 3点差で世界選手権出場の夢が破れた。 

■男子ジュニア 

男子 ジュニアアジア 選手権兼世界選手権予選は、イラン 
(マシャド）で11チームの参加で開催された。第1戦、イ 
ランと引きかけた。クウ卫ー ト、カタールに 敗れたものの 
オマーンに 勝ち グループ 4位となり B グループ 4位の中国 
との7イ立決定戦において延長戦の末勝利を得た。 

ジュニアチームによると、審判の不正が横行し正しいゲ 
ームが成立していないとのことであった。また準決勝では、 
韓国チームの試合放棄が伝えられ、同じアジアにありなが 
ら スポーツ にがしての考え方、習慣が余りにも違い過ぎる 
西アジアにはかなり参った男子の大会であった。 

2000年に入りナショナル全チーム（シニア男み、ジュニ 
ア男女）が世界選手権出場を目標にして強化を図ってきた。 
中近東の強さも目立つが、不正も何でもありで2001年世界 
選手権は結果として女子ナショナル（シニア、ジュニア） 
のみの出場となった。男子は、韓国、中国を対戦相手とし 
てきたが、今後は中近東をも頭に入れた強化を進めなけれ 
ばアジアの代表権は得られない。 

女子についても、カザフスタン、化朝鮮が徐々に力をつ 
けてきているので、今後は中国-韓国と併せて強化を図ら 
なければ、アジアの代表としての世界への挑戦は果たせな 
いことを痛感した。 

最後になりましたが、代表選手を送っていただいた各チ 
ーム、ハンドボール関條者、帯同いただきましたドクター、 
トレーナー、スカウティング（分析）に活躍したいただき 
ました監督、コーチ、度重なるフライト変更に快く対応し 
ていただきました ㈱ エモックエンタープライズの方々にこ 
の場を借りまして感謝し御礼申し上げます。 

選手は強イヒ活動を化む訳にはいきません。どこにいても、 
誰がいても常に技を磨き、体カアップを'じ、掛け強い全日本 
チームの一員と してアジアの代表を目標に励んでください。 


窠8回アジア女モパジドボール 
逛手權大を巧萬巧回世巧々モ 
进手植アジア大垣ホ逛 

を呂本女す整醬浮藤宏宰 


し期間 

平成12年8巧8日〜8巧18日 


2. 場所 
中国（上海) 


r 12— 41 

日本27 12台湾 

、15 — 8 , 

立ち上がり5かまで互角の展開であったが、相手ミスに 
乗じて小松、倉知の連続速攻で得点、ホ第に点差を広げ8 
点差をつけ折り返す。 

後半も攻守に圧倒し大差で初戦を飾った。 

[日本得点]小が-山下麗日、田中-倉知 4、松永 
3、青戸.大石 2、浦田.中が1 


■第2 単 戈 （8 巧11日） 

丄 f 14-101 _、 

日本 25 23 カザフスタン 

1 11-13 J 

青戸のポスト、山下麗のロングシュートなどで10かには 
7 — 3とリードしたが、カザフスタンの大型ポストと強引 
なカットインプレーなどで追撃され前半残り5みには1点 
差に詰め寄られる場面もあったが、田中の個人技などで4 
点差でがり返す。 

後半出足、日本のミスを突かれ5かに同点とされ、その 
後、一進一退の攻防が続き残り2か、同点の場面でコンビ 
プレーから 田中、中ネホの速攻で駄目押し、逃げきり、予選 
リーグ2位内（準決勝進出）を決めた。 

[日本得点]田中8、中が日、山下麗4、小松3、 
倉知•大ち 2、青戸1 


■第3戦 （8 月13日） 

, 19— 、 

韓国28 19日本 

1 15—8 J 

日本は青戸.田中•小松のベテランを外し若手陣容で挑 
んだ。前半15かまで、浦田のポスト、佐久川のサイドシュ 
ートなどで1点リードするが終盤、攻撃ミスからの速なな 
どで2点リードされ巧り返す。 

後半出足も相手ディフユンスを崩せずミスが続き、速な 
を連発され点差を広げられた。しかし日本もこの大会に初 
めてデビューしたが口（福ホ商業3年）が 7 mT を含む3 
得点を挙げるなど非凡なところを見せ巧るい材ホ斗があった 
試合であった。 

[日本得点]中が7、浦田-佐久川•谷口 3、倉知- 
大石-松永1 

* 予選リーグ順位 

A 組1位•韓国 2位•日本 3位•カザフスタン 
4位-台湾 

B 組1位•中国 2位•北朝鮮3位•インド 


■準み勝 （8 月15日） 


3. 試合結果と戦評 

1位.韓国 2位•日本 3位•化朝鮮 4位•中国 
目位•々ザフスタン 6位.インド7位•台湾 

【予選リ-ダ】 

■第1戦 （8 月10日） 


丄 f 9— 1〇1 丄口 
日本24 21中国 

1 15-11 J 

日本は前半10みまで6 : 0スイッチディ フ卫ンス から倉 
知の速攻などで常に先手を取り続けたが、15分から25かの 
10夕間セッ トオフェンスの ミスからノーゴールが続き、1 
点リードされ後半に入った。 










後半開始 5 分、3点のリードを許したが6 : 0からのク 
ロスアタックディフェンス、1: 5、変則1:目ディフェ 
ンスなどを使い分けながら、相手のリズムを崩し、15かに 
同点とし、その後も田中のカットイン、山下麗のロングシ 
ュート、小がの速攻などで逆転し、加えて GK 山口のファ 
イン セーブの 連続で勝ち、決勝戦に蹄を進めると共に、来 
年12巧イタリアで開催される世界選手権の出場権（アジア 
3か園）を勝ち取った。 

[日本得点]田中-山下麗-小松5、倉知4、 

中が 3、青戸 2 

■巧勝 （8 巧17日） 

14— 9 

韓国33 23日本 

1 19-14 J 

日本は前半から ディフェンス シフトを 6 : 0、1:5、 
ワンマンツー、ダブルマンツ ーなど、目まぐるしく変えな 
がら韓国 チームの オフェンスのリ ズムを崩しにかかったが、 
吳成玉を中と、に動じることなく確実に得点される。日本 
も山下麗の ロング、 田中のブラインドシュート、倉知の速 
ななどで懸命に反撃を試みるが、 ディフユンスの リズム、 
セッ ト オフ卫ンス での確率等で及ばず準優勝に終わった。 
[日本得点]旧中8、倉が•山下6、 

青戸.小が-中が1 

* 大会でのベストセンター及び MVP に田中が選ばれた。 

* 課題及び反省 

当初の目標であった世界選手権大会にアジア'2位という 
座で、出場権を得たことが大きな収穫であった。今年1月 
になわれたオリ ン ピックアジア予選のメ ン バーから半数の 
8名（レギュラー4名）が入れ替わり、加えて約2々巧の 
強化日程から考えると、非常に良く頑張ってくれたのでは 
ないかと思われる。しかし、今後を考えると中国の若手の 
台頭、化朝鮮の驚異的なスタミナと粘り、徐々に充実しつ 
つあるカザフスタン、そして韓国の層の厚さ。 

対する日本は、特に攻撃面で田中に頼らざるを得ないが 
況、両45の層の薄さ等が大きな人材面での課題である。 

ロングシュートをホ了ちこめる、または1対1の突破力の 
ある選手を育成していくことが重要である。 

ディ フてンス 面では、中国は若さのもろさが出て日本の 
変則的なディ フてンスに 対応しきれない部かがあったが、 
それだけでは、韓国には通用しない。さらに確固たるもの 
にするためには、1対1の強さ-速さ.上手さがないとデ 
ィフュンスシステムを 変えるだけの戦術では対応しきれな 
いと思われる。 

今回、特筆すべきことは、を口選手がデビューしたこと 
である。 

インターハイ敗戦後の翌日合流し、予選リーグ最終戦の 
韓国戦に出場し、7 mT を含め3得点をあげた。ディフュ 
ンス面でも体格を活かしたディフてンスで韓国選手が晒然 
とする場面もあった。しかし、を口選手も今の体力をさら 


に計画的に伸ばしていく必要性がある。今のままでは、い 
ずれ大きなけがを起こしかわない現況である。 

いずれにしても、短期•長期の課題と目標をしっかり見 
据えながら一歩一歩、クリアしていくことが、アテネじつ 
ながることを信じつつ みへの 挑戦に備えたい。 


第8回アジア女子選手権大会に出場して 

谷仁1尚が^ (福井商業高校） 

私は今回、このアジア選手権に参加させていただき、大 
変貴重な経験をさせていただくことになりました。 

8月12日、インターハイがあったため、私は、他のメン 
バーの方々とは遅れて中国入りしました。実際、その前に 
合宿に参加した時も、私は2日間という短いが間でした。 
そんなこともあって、私のこの大会への不安、緊張はすご 
いものでした。本当に私に何ができるんだろうという思い 
もありました力ぶ、今できることを精一がやるしかないだろ 
うと逆に少しだけ開き直ってもいました。 

私が初め想像していたナショナルチームというのは、ピ 
リピリした空気の流れるところなんた'ろうと思っていまし 
た。失礼かもしれませんが、本当にそう思っていました。 
しかし、実際チームの中でやってみると、私の想像とは違 
いました。練習中はもちろん厳しさがありましたが、その 
中にも一人一人の方の気づかい、優しさが私には見えまし 
た。練習な外のところでは、練習中には見られない面を見 
ました。みなさんすごく楽しい方ばかりでした。練習と私 
生活の区別をちゃんとしているのがすごいと思いました。 
そんな雰囲気の中で、私も少しだけとけこめた様な気がし 
ました。 

8月13日、私のナショナルチームでの初めての試合の日、 
ネムは朝から緊張がとけませんでした。午前の練習でも、私 
のためにフリ ースローの 練習をしていただいたりしました。 
練習が終わってホテルに帰っても緊張は高まったままでし 
た。他の方からは「大丈夫。思いきりやればいいんだから」 
と声をかけていただきました。 

そして、試合の前のアップのがは、頭が真っ白になる程 
緊張しているのが自みでもわかりました。そこに来るまで 
は、だいぶ開き直ってもいたのに、やはりいざという時は、 
緊張してしまうものです。あっという間に、アップが終了 
して、ユニフォームに着替えました。初めて着るナショナ 
ルのユニフォームです。私はそこで、もう一度確認しまし 
た。「とにかく今自夕のできる精一がのことをやろう」。そ 
の時も、まだ緊張はとけていませんでした。 

試合の相手園は韓国でした。メンバー紹介が終わり、い 
よいよ試合開始です。最初、私は、ベンチに座っていまし 
た。その時の私の緊張はピークに達していました。落ち着 
くことなんて考えられませんでした。そして、關始から巧 
か程たって、私の名前が呼ばれました。頭の中は真っ白で 
した。しかし、意外なことにコートの中に入ってしまうと、 
さっきまでのあの緊張や不安はなくなり、声を出せば出す 
ほど、なくなっていきました。私はセンターディフェンス 






とポストをやらさせていただきました。ディフユンスでは、 
私のために周りの方にだいぶ負姐をかけてしまいました。 
私自身、必死にずろうと思いましたが、韓国の方はフ卫イ 
ントが上手く、今の私にはまだまだ守り切ることはできま 
せん。その分声を出して頭張ることに専念しました。オフ 
エンスでは、私の位置どりが悪いのに、何度かパスを受け 
ましたが、シュートまでいけません。そして、やっとシュ 
ートチャンスがきたと思ったら、キーパーにあたってしま 
いました。しかし、その歡速攻で何とかパスを受け、私 
はシュートを決めることができました。そのがは、まぐれ 
のシュートだと思っていましたが、やはりうれしかったで 
す。 

その後も、 7 mT を2本打たせていただき、決めること 
ができました。本当にうれしかったです。ディフ卫ンスに 
帰ったがにみなさんにむかえていただいたがのことは忘れ 
られません。 

今回、不安と緊張だらけの中での初めてのナショナルで 
したが、すごく貴重な経験だったと思います。他のメンバ 
一の方にはいろいろとご迷惑をかけてしまいましたが、そ 
のか、これから力をつけていこうと思います。そして今度 
は、自分に少しでも自信を持ってプレイできるように頭張 
りたいです。 


2 flOT 巧まモ巧巧进手權 
束アジア化医モ逛 


[場所]中園-上海 
[参加国]日本•韓国•中国 
[試合結果] 

★第1戦 （8 月12日） 
f 11-101 
.18-12. 


日本29 


22中国 


★第2戦 （8 月14曰） 


韓国27 


17日本 


ri5— 7 
、12—10 . 

★第3戦 （8 月16曰） 

韓国33—19中国 

* この結果、日本は第3代表決定戦に出場する。 


2001年世界選手権アジア第3代表みを戦 

[場所] タイ •バンコク 

[出場国]日本（東地区2位）•サウジアラビア烟地 
区2位） 

[試合結果] 

r 13-10 , 

サウジアラビア26 23日本 

、13—13 J 


爱7画アジア男子 
ジュニアお手權大爸 

佐辭喜一 


1回戟 [8 月30日（水)] 


日本28 


ド16-13、 
、 12-15 一 


28 


イラン 


《戦評》 


会場を埋めみくした地元の大観衆4000人の中、日本は關 
始早々から好調なスタートで、10分までに6 — 4と優勢に 
試合を進めた。特に、宮崎•内田の左あの フロー ターが得 
点する。また、20かまでに 12- 6と大きくリードする中、 
ネ目手ディフてンス要員が失格となるなど一方的な試合展關 
と思われたが、残り5々になり相手に連続4得点をみえる 
などして前半 16— 13と接近された。 

後半も開始5み間に得点され、 18-19 と逆転され、その 
後は両チーム共に一進一退をくりかえしている中、共に5 
〜10夕間はシュートが減少した。 

巧か過ぎから突如イランのシュート数が増えるが、一方 
日本は考えられない程シュート数が減少する状態が続いた。 
残り5かとなりイランに3連続得点を許し 26-27 と再度逆 
転され会場が騒然となり、殺気すら感じる展關で、残り1 
タイランが先に得点し27—28とリードしたが、残り15秒、 

日本がフリ ースローを もらい宮崎が貴重な得点を取り同点 
となり、会場も邮然とさせる劇的な慕切れで引きかけた。 
【得点者】前半：宮崎9点•内田5点-岩永1点-當間1点 
後半：宮崎6点-志賀2点-當間2点-地引2点 
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■ 2 回戦い 巧 31 日（木)] 
f 17一111 

クウェート33 22日本 

1 16-11 J 

《戦評》 

日本の出足が悪く、10分間で早くも 7-3 とリードされ 
る試合展開で、徐々にではあるが調子を上げ一時は11 一8 
までに得点をつめたものの、残り10か過ぎから日本はシュ 
ートできなぃ判定が続きクウてート有利に展開させるレフ 
ェリーの笛にぃらぃらしながらも 17— 11で前半が終わる。 

後半も同樣な内容で、相手のシュート数が28(クウュー 
卜 ）/14( 日本）と問題にならなぃ数で得点は離れる一方で 
あった。残り5かとなり相手有利な展開で試合内容が決し 
たと判断したレフ卫リーの笛が極端に変わり、逆に日本有 
利となりシュート数が日/8となる。このような不満の判 
定にも屈せず、選手は最後まで站リ素晴らしぃ試合態度で 
望んだことには拍手を贈りたぃと思ぃます。 

国際試合での審判の判定を身をもって体験したことをプ 
ラスに考え、次の試合に切り替えて ぃきたぃ ものです。 
【得点者】前半：宮崎日点*内田3点•林2点-中を1点 
後半：宮崎日点-猪妻3点•林1点•内田1点- 
中を1点 


もある。開始より両チームともに順調な'潛リ出しで、20か 
過ぎまで互いに正確なシュートで帷実に得点をする展關で、 
互いに1本1本を決め、日本 10— 12々タールと織烈な戦い 
を繰り広げていたが、残り10分過ぎからは両チームともに 
極端にシュートが減り、前半1点差で終わる。 

後半、日本は2点連続得点で逆転し順調に展開していた 
が、その後シュートをさせてもらえないが態となる。一方 
カタールは コ ンスタント に得点する中で得点は開きだした。 
シュート数を見ても日本9本に対して相手は28本と問題に 
ならない数である。 

この間、レフェリーの判定の操作が明らかであり、内容 
的に々夕ールの勝ちが決したと思われた残り10かからは日 
本も本来の姿で対等に戦えるようになったが、いかんせん 
後の祭りが態だった。 

極東レフてリーの演出なのか、現金が動いている証拠な 
のか疑問の残る結果で、園際試合における不透明‘座や平等 
性を無視した判定が浮き彫りにされたことを痛感した。 
【得点者】前半：宮崎6点-地引2点•中谷2点.巧田2点 
. 當間1点 W 

後半：地引6点-猪妻2点.中を1点.宮崎1点 


■ 3 回戦 [9 月1曰（金)] 

'15— Q 、 

日本33 29 オマーン 

1 18-20 J 

《戦評》 

日本は気迫のこもったスタートで、10分間で主導権を握 
り、セット.速攻と多彩な攻撃の中で、特に光ったのは地 
引のサイドシュートが決まり、相手キーパーをかく乱し確 
実に得点する内容で、相手選手に大きなダメージををえ楽 
な展開で15 — 9と引き離して前半を終えた。 

後半開始早々、相手がダブルマンツー（宮崎•内田）で 
対応してきたが、日本は冷静に判断して、特にディフェン 
ス要員の中山-中を-义屋が完璧に近いずりを見せ、無駄 
な反則をせず要所要所をずりホ友き、得点もスタメン全員が 
得点するなどの内容であった。しかし雑な攻撃 (5 なり終 
盤10かにシュートミスが続き日本に動揺が走ったが、残り 
目みになって平静に戻り相手な撃を食い止めた。 

国際試合では余程のリードをしない限り集中力を欠くと 
直ちに反撃を迎えることになる貴重な体験をした試合であ 
った。 

【得点者]前半：宮崎5点-地引5点•林2点•吉田1点- 
當間1点•义屋1点 

後半：宮崎4点•中を4点•林4点-猪妻2点- 
林1点•内田1点-當間1点-志賀1点 


■ 4 回戦 [9 月4日（月）] 

r 14—13 1 し 

々タール28 21日本 

1 14- 8 J 

《戦評》 

本日のカタールを制すると上位入賞が期待できる一戦で 


■ 7 〜8位決定戦 [9 月7日（木)] 


日本40 


'20 —18、 
、14一16 . 


36 


中国 


《戦評》 

悪くても日位〜6位を狙って大会に臨んだが、カタール 
戦でつまづいたために一つ下のランクでの対戦となった。 
長身揃いの中国に対して劣ることなく宮崎を中むとして、 

地引-内田-猪妻が要所要所で素晴らしい活躍で得点を挙 
げながら、対等にゲームを展開し、前半日本のシュート確 
率6日％と効率のよい内容で2点差をつ'けて終了する。 

後半は開始早々に2点得点され同点となったものの、す 
ぐに連続日得点を入れ突き放したと思われたが、中国も必 
死に食い下がる。その後は一進一退を繰り返し宮職•猪妻 
が要所で得点をしながら残り10分となり、4点差であった 
がちょっとした緩慢なプレーに隙間をつかれ、中国に残り 
5かに速攻、フリースロー等で加点されリードを保つこと 
ができず同点となり延長となる。 

延長前半4 — 2と有利に展開する中、中国の シュート ミ 
スが目立ち、後半になっても中国を得点0点に巧さえる。 
その中で特に ゴールキーパー 木下の素晴らしい セービング 
が光り、中国のシュートを阻止し4点差をつけて勝利した。 

この試‘合で高橋監督のベンチワークが巧え、起用した選 
手が随所で活躍するなど冷静沈着な判断は、第7位という 
成果で U — 19としては過ま最高の成績で大会を終了した。 
【得点者】前半：宮崎8点•内田4点•地引3点-猪妻3点 
•大田2点 

後半：宮崎7点-猪妻6点-岩永3点-地引2点 
•林1点•内田1点 














窗富劝が圓 游 ド碳=嫩爾お颜圆逐 


日本ハンドボール協会代表 4品王巧 おお 

全国富体連ハンドボール専門部部長 W 玉至 ぐを =F 


平成5年、郡山市で第1回日韓中ジュニアを流競技会が 
始まっての[来韓国にまったく歯が立たなかった日本が、こ 
の8巧23日〜29日、韓国全州市で斤われた第8回大会で男 
子-県立氷見高校が負け無しの2勝1かという見事な結果 


今回参加した氷見高校、機花学園高校は春の選な大会に 
優勝したが、共にインターハイ地区予選で敗れ出場出来な 
かった。しかし気持ちを切り替え今大•会に集中し日本代表 
として挑み立派にその役を果たしてくれたことに感謝した 


を残した。 

熊本の敗化が尾を引いていたネムにとって、今回の氷見高 
校の素晴らしい試合は日本ハンドボールの復活を思わせ溜 
飲が下がる思いであった。体力に劣る氷見高校選手が臆す 
ることなく韓国選手と渡り合い自在にプレイする姿に私は 
思わず感嘆の声を上げていた。 

ディフてンスは、基本に忠実で反則も少なく素早いツメ 
で動きを舒じるので、さすがの韓国1位裡里商高の選手も、 
攻めあぐわで策がきたという気配さえ感じられた。 

オフェンスでは、目立ったのがスピードで、ボール回し 
•フ卫イント•カットインの速さは韓国選手を翻弄する小 
気味の良いものであった。また、南漢高校のテクニシャン 
G K をかわして決めるシュートカは観客を沸かせた。 


い0 

終わりにインターハイ優勝のイ尹奈高校や壤浦高校を含め 
たいくつかのチームは韓国と十分に戦えるように感じ、日 
本の高校生はアジアのトップ韓国と互角に渡り合える力が 
ついたように視えた。近い将来、彼らがを日本チームの一 
員となりアジア代表としてオリンピックに世界選手権に活 
躍してくれることを願っている。 




今回の好成績を残した氷見高校の試合を通しての感想は、 
①基礎-基本技が礎実に身につき自然にプレイに生きてい 
る、③自らの力を信じ最後まで力の限りプレイするスタミ 
ナと精ネ申的強さ、であった。 

このような力を選手一人ひとりが身につけられたのは並 
大抵のことではないはずである。金原監督のハンド ボール 


裡里商高 
南漢高 
中 国 

天安エ高 
ザ邑ホ高 
中 国 


へのひたむきな情熱 • 研究心が伝統ある氷見高校ハンドボ 
ー ルの 中で結実し、金原流ハンド ボールと して選手に理解 
させ、技術として一人ひとりに培っていった指導者として 
の力量は高く評価出来る。 

ホ子の桜花学園高校は、残念ながらかなりの差で敗れは 
したが、戦術•技術では遜をはなかったが、力強若•体力 
の面での見劣りは否めず、まだ力の差があると壞じた。し 
かし数年のうちに対等に戦える力が女子にも養える気配は 
十みあり期待している。 


【試合結果】 


〈男子> 

氷見高 

25—25 

水見商 

32—25 

氷見商 

42—15 

〈ち子〉 

桜花学園高 

15—27 

桜花学園高 

19—31 

機花学園高 

25—19 
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鄉白本 A ンドポール協妄な化き具 U - 的担当 
を B 本学を A ンドボール運盟理事長 


福地賢な 


今回の遠征は、本年12月28日から1巧5日まで、ポルト 
ガルにおいて關催される第16回男子世界学生選手権大会へ 
参加する選手の最終選考と強化を目的としたものである。 

過ま2回は、モスクワへの遠征であったが、シドニー五 
輪へ参加するロシアの各競なのナショナルチームの合宿で 
宿舍が確保出来ず、ユーゴの世界学生で知己を得たロシア 
学生選抜チームのユーリ監督の協力で、モスクワから1300 
km 離れたクーバン地方（黒海に面した保養地で知られるソ 
チのおく）のクラスノダールへの遠征となった。 

選考なび強化目的ならば、ロシアとの練習試合のみでな 
く、他の国とも国際を流が出来れば、よりよい効果が期待 
できるのではないかという、 ユーリ 監督の酉己慮で、ロスネ 
フトお烛がスポンサーとなって、ロスネフトカップの冠国 
際大会を準備してくれていた。 

ロシアスーパーリーグの2チーム、エジプト1部リーグ 
所属チーム、 ウクライナ学生選拔、ロシアジュニア候補チ 
ームの6チーム総当たりの大会となった。 

なお、 CAUSTIC 二 VOLGG 民 AD 、 SKIF 二 ROSNEFT - 
1、 GEZIRA，SO CAIRO には、シドニー五輪参加選手が 
所属しているが、今回ロシアナショナルチームはドイツに 
て強化合宿中で不参加であった。 

クーバンアカデミーの専用体育館が会場となったが、宿 
舍は Krasnodar の中'じ、地より幸で15み程郊外に巧った Bor - 
odina という町の小学校に隣接した、ハンドボール専用宿 
舍（体育館併設•ロシアナショナルチームも使用）であっ 
た。 

大会は、25日ニテクニ々ルミ^—ティング、26日から競技 
が開始（開を式）されて、29日の化息日を挟んで31日に無 
事終了したが、聞を式のアトラクションでは、ロシア民族 
舞踏もあったり、気配りが感じられた。 

今回の遠征では、試合や普段の生活を通して、 

しヨーロッパ勢と戦える人がであるか否か 、対振力 
(オフて ンス.デイフてンス他） 

し U - 23としてのチーム戦術.戦略に対応できる個人 
な術（ポジション他）の有無 

1. チームとしての選手のあり方（チームワーク.圃体 
生活における融合性、その他） 

し内外環境に対する順応性他の有無（食事面の好き嫌 
いの有無も含む） 

しその他 

の J : のような選考基準をベースにいろいろな角度から選考 
を巧った。 

今回の選考対象選手は、昨年4巧に全国各学連から候補 
選手を推薦してもらった選手、強化委員をからの推薦選手、 
全日本学連競技推薦選手60名弱を、昨年5月に第一次選考 
して25名にしぼり、さらに、昨年8月下巧から9月に、選 
考と強化を兼ねたドイツ遠征、11月のを日本学生選手権大 
会本年5巧の選考及び強化合宿を経て、17名に絞られた 


選手である。 

松井総監督•が監督（家庭の不幸で不参加）の チーム 構 
想は、 過まの ロシア-トルコ-ハンガリー-ユーゴの 各大 
をの経験をもとに、早い攻撃と攻めの守備を テーマと して 
勝つ チームで あり、選手も、上 （全日 本）に行っても通用 
できる選手の育成を考慮してのものである。 

ロシアスーパーリーグの CAUSTIC 、 同 ROSNEFT - 
1、エジプトの1部リーグの GEZIRA あび UKRA . INA 学生 
選抜は、フローターは195〜20目畑1台で、エジプトを除いて 
ポストも 200 cm 台の選手が多かった。また、大型選手を揃え 
ている CAUSTIC 、 ROSNEFT — 1両チームは共に、早い 
攻め、早い帰陣もあって、パワーとスピードを兼ね備えた 
良いチームであった。 一 

今回の世界学生に参加予定とされる UKRAINA 学を選 
抜は、190〜 200 c 阻台の選手を揃えて、ロシア2チームより 
大型チームであった。また、 ZEGIRA は、監督がロシアを 
住であり、比較的ロシア2チームは似た攻撃であった。 

U -23 は、東西学生選手権大会終了直後のために、今一 
つコンビネーションが悪く、初戦を除き全体的にチームバ 
ランスが悪く、イージーミスが出て、立ち上がりから攻め 
込まれるケースが多かった。しかし、 CAUSTIC 戦では、あ 
わやのところまで追い込んだり、 UKRAINA 学生選抜戦で 
は、一度は逆転するというところまで巧っており、 
ROSNEFT 戦では大敗したものの、 ZEGI 民 A 戦では、早い 
攻撃と粘りのある守備を見せて勝利をおさめている。 
ROSNEFT 及び ZEGIRA の要請で、モスクワへの移動日で 
ある1日に3チームによる30分の練習試合が組まれた。30 
分ゲームながら、2ゲームともチームバランスがよく勝利 
している。また、29日、30日は同じ宿舍で合宿をしていた 
ロシアスーハ。ーリ ーグ 前期10位の SUGUL というチームと 
も練習試合を斤ったが、 ROSNEFT - 1同様にパワーとス 
ピードのある良いチームで勉強になった。特に30日には合 
同練習も斤い刺激にもなった。 

ロシアの高さ、ノ、。ワー、スピード、また、センターやサ 
イドは U — 23と変わらない。しかしゲームメイ々一であ 
るセンターやサイドシューターの上手さとふれ合うことが 
出来た。大会の成績は4位ではあったものの、大会や練習 
試合、合同練習を通し、各選手が対外国人、特に、従来か 
ら課題であった大型選手や、長身ポストへの対応力、また、 
得点力を増すには、身上とする早い攻撃で得点機会の増加 
を図ること、その他の面を経験出来たことは大きな収穫で 
あった。 

がザヘッドコーチも『初期の目的である選手選考と今後 
の対応について、一応の成果を上げたと思う。今後は、選 
ばれた選手のチーム練習を強化し、ポルトガルの世界学生 
での上位進化を狙いたい。そして、アテネに向かう金日本 
の起爆というか刺激になることが出来ればと思っている』 

としている。 













今大会は、前述のように 『OIL COMPANY ROSNEFT 
CAP 』 という冠大会であったが、後で聞いて初めてわかっ 
たが、1，500ドルの賞金がかかっていた。 

1,500ドルというと日本円で約16で円で、安い賞金と思わ 
れるかも知れないが、ロシアの物価が日本の十分の一であ 
ってみたり、公務員の一般職の月給が150ドルとか、化極海 
で化没した原子力潜水艦の乗組員の月給が目0ドルであった 
り、我々のチームに ついて くれた女性の通訳が、週4日、 

1日4時間、英語とギリシャ語の授業を教えている学校の 
先をであり、月給が30ドルと聞いてビックリした。ただ、 
外国語が出来て、民間企業に勤務する者は月給が1，000〜 
1，500ドルと言われているが、狭き門とされる。このような 
経済状況下でのロシアでは、それなりの賞金と言える。因 
に、クラスノダールでの物価を見ると、体育館で売られて 
いた一番安いケーキが8円 （ 1 ルーブルが 4円）、 ジュース 
が35〜40円、また、町中で売られている西瓜が20円 、 CD 
が200〜210円内外、キャビアが400円、中国製ハ°ンストが20 
〜30円であった。モスクワは、物価がやや高めであるが、 
それでも地下鉄は20円である。 

クラスノダールは酒類が比較的有名と聞いたが、お上産 



的なものはキャビア、ウォッカ、 シャンペン （スパークリ 
ングワイン同様、やや甘口）、コニャック程度であった。観 
光:客目当てのモスクワの±産物価格とは大分違っている。 
モスクワは、4年前と比較して物はかなり出回っていると 
いうげ象を受けたが、クラスノダールの市場の品数も豊富 
であった。宿舎周辺は日本のを団住宅と同じような建物の 
アパート、一が家（平家建）が所をしているが、建て混ん 
だものではなく、空き地の十分に目立ったところである。 

徒歩5み程のところに、小さな食料品店、電話局、郵便 
局がある程度で、買い物するには、若干不便ではあるが、 
ハンドボール 宿舍としては好環境下にあると言えた。居住 
性などにも不満はなかったが、従来であると シャワー 対応 
であるものの、今回は バス 付とのことであった。しかし、 
その バスに 栓がなく結局は シャワー 対応と同じであったと 
か、また、びろうな話で恐縮であるが、用便後の嫂理に使 
用した紙を便器に流さずに、付設のくず籠に入れる様に言 
われたのにはビック リ した。念の為に、役員 ハ6 — ティーに 
招待された時に、 がザへ ッドコーチとトイレを確認したが 
同じであった。 

宿舎側の好意で、ロシアのナショナルチームと同じメニ 
ューが用意されたが、朝食からフランクフルトソーセージ 
のような大きなソーセージが3本にパスタが添えてあり、 
それに目玉焼き（卵3ケ）、パン、ハム、チーズ、ヨーグル 


卜にロシアティー等がベースで、昼食がメインで、サラダ、 
ボルシチ、肉料理（大半鶏肉、量は鳥1羽の半身位、米か 
パスタ添え）、デザート（チーズケーキは味がきつくて辞 
退)、クッキー、パン（黒パン•食パン）、ジュース、菓子 
パン等、夕食は、サラダ、肉料理、パン、ハム、果物他と 
いうものであった。味は別として、量的には多いくらいで、 
役員は、半分にしてもらった程である。 U -23 の若い選手 
は、量的にはさすがに満足するものであったようであるが、 
ロシアのナシヨ ナルチームのハ。ワーが、このを事から垣間 
見られる様な気がした。 

食事の味つけは、塩と胡椒程度であって、濃いか、薄い 
か両極端に近く、マヨネーズやケチャップが欲しい位であ 
った。なお、ロシアではサワークリームをサラダやボルシ 
チ、その他何にでも使うと聞かされた。ソーセージにケチ 
ャップに似た調味斜をもらったが、ケチャップの味ではな 
く辛かったのが、逆に美味しかった。また.、総、体的に野菜 
が美味かったが、野菜を残す選手もあり、このへんにも、 
今の選手の食習慣の違いも感じられた。 

プレー面のみでなく、宿舍での团体生活における適応性 
や、食事等の日本とは異なる食文化の違いによる外部環境 
等への順応性、その他も十分に観察できており、選考材料‘ 
になっている。余,談ではあるが、このような環境下でハン 
ドボールの研修が出来ればと思い、平成13年3月に東日本 
学生選拔チームの研修遠征の巧診も巧ってきた程である。 

前述のように、各地区学連の推薦選手、その他の推薦選 
手を、過ま、数次の選考でセレクトして17名が残り、今回 
の遠征が最終選考となった。この結果と世界ジュニア選手 
権大会予選に参加したメンバー、 U —19の選手と合わせて 
選考をする予定である。また、次回大会も見据え、さらに、 
将来、全日本チームで活躍が期待される選手の育成も考慮 
し、研修選手として帯同する選手の選考もする予定である。 

最後に、最近の遠化では、医科学委員をの協力で、ドク 
ター.トレーナーの帯同があり安'むして遠征ができる。今 
回はこのようなことがあったモスクワのシェルメチボ空港 
で、搭乗手続きのために々ウンターに並んでいる時、突然、 
隣の列に並んでいた日本人観光客の70ネ内外の男性が倒れ 
た。これを目撃した沖本ドクターが直に駆けつけ、心筋棵 
塞の診断と安静の化置で、空'避ドクター到着までの応急対 
応を斤い無事入院の段取りをつけてくれた。さらに帰国時 
に、成田で、日本の家族に'じ、筋梗塞の軽度のものではある 
ものの、大事を取って入院したということや病がと化置、 
入院のが況を T 寧に連絡していた姿を見て、良いドクター、 
トレーナーに巡りをえたと感謝している。 

各方面の方々のご支援で本年も選考及び強化遠征を出来 
たことを紙面をお借りして、お礼申し上げると共に、アテ 
ネを目指す全日本に1名でも貢献する選手を育成し送り出 
したいと思って努力いたす所をであり、これからもよろし 
くご支援をお願い申し上げます。 

II 。プか/*ぶダブ養 II 

<8月が日> 

U — 23 rl 8-6 ^ SKIF - 

(全曰本学生候補） 1 17-10 J ROSNEFT 二2 

立ち上がりから柳本、豊田等の速攻などを交えたスピー 



選手団 


担 当 

氏 名 

所属及び担当他 

チー ムリ ーダー 

福地賢介 

曰本協会強化委員，ァンダー23担当，全曰本学生連盟理事長 

ヘッド コーチ 

松井幸麵 

曰本協会男子強化委員長•全曰本学連理事•曰本体育大学男子監譬 

ドク ター 

沖本信和 

日本協会医科学委員会 ’ U - 吕3 チー フドクター•産業医科大学 

トレーナー 

川波賢一 

曰本協会医科学委員会’ U — 23チーフ h レーナー • 演脇病院 

総務兼通訳 

坂本まずみ 

全曰本学生連盤国際交流委員会- KK エモックエンタープライズ 


プレイヤー 

氏 

名 

所属 

学年 

出身高校 

身長 cm 

GK 

1 

高木 

尚 

曰体大 

4年 

北陸高校 

1 已己 

GK 

1 己 

吉田 

耕平 

大体大 

4年 

化陽高校 

184 

GK 

16 

松村 

冒幸 

福岡大 

4年 

义工大付 

1曰7 

CP 

己 

澤田 

俊祐 

国±館 

4年 

明星高校 

1 曰 Q 

CP 

3 

ル倉 

学 

曰体大 

4年 

霞ヶ浦高 

1呂4 

CP 

4 

作田 

幸治 

曰体大 

4年 

熊本市商 

187 

CP 

已 

太田 

芳夕 

曰体大 

3年 

伊奈高校 

1 白巳 

C 戶 

己 

柳本 

養文 

曰体大 

3年 

义工大付 

1 己己 

CP 

7 

前田 

誠一 

曰体大 

3年 

浦和学院 

]已己 


プレイヤー 

氏 

名 

所属 

学年 

出身高校 

身長 cm 

CP 

8 

豊田 

賢治 

国±館 

3年 

浦和学院 

181 

CP 

白 

田中' 

秀樹 

大体大 

3年 

义工大付 

191 

CP 

10 

横地 

康か 

名城大 

3年 

岡崎城西 

17曰 

CP 

11 

島中 

益喜 

福岡大 

3年 

义工大付 

1 曰己 

CP 

13 

四宮 

英伸 

大体大 

3年 

高松工芸 

170 

CP 

14 

比嘉 

律 

曰体大 

3年 

那覇西高 

1 已白 

CP 

1 已 

田中 

勝 

曰体大 

4年 

高岡向陵 

■)81 

CP 

17 

達ル谷貴祐 

曰体大 

3年 

学法石川 

1 白巨 








ドある攻撃で主導権を握り、小倉、前田のミドル、澤田の 
ステップが絡み順調に加点、前半で大きくリード。後半に 
入っても、四宮、島中、比嘉、柳本と立て続けに得点を重 
わて大勝したものの、東西学生選手権後日がなく、合同練 
習の不足が目立ち、攻守共にバランスの悪さが目についた。 

SKIF 二1のジュニアチームで18ネから20ネの選手を中 
'じ、にセレクトされた若い学生チームであった。 

<8月巧日〉 

r 全-日%学生候撇23じ:; 36 ] 29 caustic 

ロシアスーパーリーグ （ 1 部リーグ）前年 2 位のチーム 
であり、主力の数名がシドニー五輪の合宿の関係で欠場し 
たが、バランスのとれたスピードタイプのチームであった。 

U — 23は、立ち上がりオフュンス陣がミスを多発、それ 
を拾われての速攻を誘発、 10 分経過時点で 1 - 8 とリード 
された。その後、立ち直って何とか食い下がって、前半は 
7点差で終了。 

後半に入ると、オフ卫ンスのパスワークが良くなると共 
に、田中秀、蓬小を、作田、太田、田中勝のディフュンス 
陳の頑張りもあって、何とか失点を抑えている間に、小倉 
のステップ、横地のミドル、豊田、柳本、比嘉の速攻と立 
て続けに加点して、残り目かには3点差に追い上げた。し 
かし、 ゲームメーカー B . DMITRIY の 冷静でう まい ゲーム 
組み立てにより長身ポスト、 F . DMIT 艮 IY (205 cm ) を多 
用した攻撃で連続得点され、前田への マンツーマンマーク 
によるディフュンスで守られ、その後も加点されて敗れた。 
一部の主力が不在ながらも、ロシアスーパーリーグ 2 位の 
底力を見せつけられた。 

<8月巧日> 

U -23 r 13-15^ UKRAINA 

(全曰本学生候補） 7し4—15い〇学生選抜 
ウクライナ学生選なとは、過ま、世界学生で 2 度対戦（卜 
ルコで大敗、ユーゴで延長で勝）しているが、相変わらず 
200cm 台の長身者を目名を含めた高さのチームであった。年 


齡的にも 20 〜 25 ネの構成で、荒削りのが象を受けた。 

U — 23 は、前半 10 みまでは、その高さに、ディフ卫ンス 
も オフ ュンスも 戸惑い 気味であって、先手を取られていた 
が、その後、相手のミスを柳本、作田の速攻に結びつけ、 
さらに、小倉のミドル、篷小谷のポストで対抗。しかし、 
ウクライナの左目宛 エース SKIB A のミドル、長身 フローター 
BALURA のロング、 DEGTIA 民 V のポストから得点され 
て、立ち上がりの 2 点差を追う展關で推移、結局、 2 点差 
で前半を折り返した。 


後半に入って、柳本、比嘉の速攻、小倉のミドル、蜜小 



谷のポストで順調に得点を重ねて、両田中、蓬小谷、作巧、 
太田等のデイフユンス陣が頭張り、 15 かには逆較、 18 みに 
は 2 点差としたが、その後、長身ポスト、 DEGTIARV のマ 
ークが甘くなったり、受け身になったりして、ディフェン 
スのバランスが悪くなり、そこをエース SKIBA 等につかれ 
て得点を許し、 25 夕過ぎに再逆時されて敗れた。 

〈目月如日> 

U — 23 rll -19^ SKIF - 

(全日本学生候補） 23 し 2-19^8 ROSNEFT - 1 
閱始早々前田のミドルで先攻したものの、その後はミス 
が続き、連続失点となってゲームの主導権を握られて 、 G 
K 吉田の巧守で何とか凌いだものの、ゲームメーカー 
OLEG のがリードから、ポスト、ミドル、速攻と加点され 
て、前半で勝負をつけられた。 

後半に入っても、長身ポスト ALEXAND 民や、 VIKTOR 


10 











































個人記録 

ロスネフ h カップ個人得点 練習試合 


SUNGUL 

GEZIRA 

SKIF -1 

2 

1 

吕 

□ 

□ 

3 

□ 

□ 

□ 

1 

□ 

已 

己 

1 

1 

己 

□ 

□ 

0 

4 

3 

1 

□ 

□ 

1 

1 

0 

2 

4 

□ 

□ 

3 

□ 

已 

- 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

0 


選手名 

SKIF-e 

CAUSTIC 

UKRAINA 

SKIF -1 

GEZIRA 

澤田 

3 

□ 

吕 

3 

7 

ル倉 

2 

已 

己 

5 

己 

作田 

3 

己 

己 

□ 

2 

太田 

1 

0 

0 

□ 

□ 

柳本 

8 

3 

曰 

臣 

4 

前田 

3 

1 

2 

己 

3 

豊田 

吕 

3 

□ 

1 

0 

田中秀 

0 

4 

0 

□ 

1 

横地 

2 

3 

1 

1 

□ 

富中 

3 

1 

□ 

1 

□ 

四曽 

己 

□ 

□ 

0 

□ 

比嘉 

3 

1 

1 

□ 

4 

田中勝 

己 

□ 

□ 

□ 

0 

達ル谷 

1 

□ 

巨 

4 

4 


のミドルなどで得点されて、 U -23 も小倉のステップやミ 
ドル、柳本の速攻、蓮小をのポストで反撃するも、追いつ 
かず大差で敗れた。 

< B 月31日> 

U — 23 r 15—14 "I GEZIRA — 

(全曰本学生候補）し 6 - 13 J 27 CAIRO 

開始早々、デイフ卫ンスのマークの甘いところをつかれ 
て、 SE 民 Y のポストシュートを決められ、さらに、パスミス 
を拾われて、 FATHJ のシュートを許したが、小倉、前田の 
ミドル、相手のシュートミスを柳本の速攻に結びつけ追い 
つき、その直後の 7 m 、 ノーマークシュート 2 本を高木の 
好ずで阻み、その後は、常に 1 点のリードをキープして、 
前半を終了。後半、 GEZIRA は、左腕エース GALAL を中'じ、 
に、ポストの SERY を絡ませた攻撃で、粘り強く迫ってきた 
が、後半10分、19一 16のがに、澤田が 7 m を決めて抜け出 
し、な後、要所要所での高木の好キーピングもあって、日 
本ペースで進み勝利を手中にした。 

【練習試合】 

く 8月29日〉 （60 か試合） 

U -23 SUNGUL 

(全日本学生候補） 21 " 1 (ロシア 1 部リーグ前期 10 位:) 
※含〇日の練習試合は、合同練習もありスコアなし 
< 9巧1日〉 （30 分試合） 

U -23 SKI 卜 

(全日本学生候補） 民 OSNEFT 二 1 

U -23 GEZIRA - 

(全日本候補） CAIRO 

ロシア遠征を終えで 

曰本体育大学高木尚 


今回の合宿には全力で、特にトレーニング、ゲームだけ 
でなく、私生活、コミュニケーションの充実もさせたいと 
思い遠征に参加しました。 

実際に外国人とゲームを斤いましたが、まず一番に実感 
したのは、自かたちは日本で他の学生相手に試合をしてい 
ますが、試合をするために一番必要な気持ちの持ち方の甘 
さを実感しました。それぞれ每日ゲームをしましたが、自 


分たちの持ち味である速攻が決まりだすということは、デ 
イフェンスが 波に乗っていていくらロシアりーグ 2 化、目 
〜 8 位の相手とやっていてもをく受け身にならないくらい 
良かったです。 

しかし、チームとして目立ったのはイージーなミスの多 
さ、キャッチミス、 ノ 、。スミス、 ノーマークのシュート ミス、 
デイ フ卫ンスでの簡単なミスなど、本当にイージーミスの 
多い試合ばかりでした。なぜかと思ったが単純に日頃仲が 
長いが、 ハン ド ボールを やっている時のコミ ュニケーシヨ 
ンが取れない、練習を練習で済ませていること、外国人と 
やっているという自覚が少ないこと、だから試合で自分が 
今までにしたことのないようなミスや、練習ではしないミ 
スをゲームでしてしまうのです。 

「誰かがやってくれる」という気持ちがみんなにある。 
これが少しでも「自分の力で…」と思えてきたらチームが 
強くなると思いました。 

国±館大学澤田俊な 


今回の遠 ffi について一。今回の遠征はロシアということ 
であったが、ロシアという国は今まで見てきた中で、力強 
い速攻というのがイメージにあったが、まさにその通りで、 
ディフてンスからの速攻に力強さを十みに感じとることが 
できた。昨年はドイツでの合宿ということであったが、ド 
イツの時は、ほとんどのチームが0 - 6 DF であった。そ 
のため OF がのボール回しはスムーズに斤えていたように 
感じていたが、今回のロシアでは、ほとんどのチームが目 
一 1DF であったためか、 OF 時にボール回しのが点から 
ミスが目立ち、プレスぎみの DF に対しての対応がうまく 
できていないように感じられた。 

全体的にみると、1戦目で大勝したせいか、その後の3 
試合はあまりピリッとしない ゲーム 内容であったが、練習 
試合の 2 戦目では前日大量失点した相手に、失点を少なく 
抑えることができ、自々たちの反省点をミーティングで?隹 
認し合えたということに、少し手ごたえを感じることがで 
きた。 チームは 日がたつにつれて、声が出だし、 ゲーム 中 
•外での話し合いも増え、雰囲気はよくなっていったよう 
に感じた。しかし、気持ちの切り替えという点では課題が 
大きく残っていた。 
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第 25 回日本ハンドボールリーグ審判団 
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第 25 回日本ハンドボールリーグ審判団 



【化信越】田中を育 【化信越】佐々木昭彥 【化信越〕藤井善彥 【化信越】竹野誠司 [化信越】大石克哉 



【化信越】桜巧佳矩 【化信越】高田和英 〔化信越]田村裕志 棟海】概健児 棟海】渡辺貞彥 




万 

【お畿】岸本光夫 



[お畿】家永昌樹 [近畿】丸谷謙二 【近畿】奧田政俊 忡斷藤井俊朗 
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第 25 回日本ハンドボールリーグ審判団 





IL 


【中国】大题嘉彥 【中副池田お美 [中副久保博 【中国】高俊文 



〔中国】奥川和永 



P 公 

[四副松原誠起 [四副中川利彦 


a 

d% 



〔四副岡本憲和 


^兵‘ 


【九州】仲里貢 



【九州】中地權兰 



【化州】新荘梯男 【九州】水上秀患 [九州】別府志朗 【九州】巧川幸廣 【九州〕福島亮一 



【九州】石原口秀樹 〔九州】渡邊正徳 〔九州】龍弘美 【九州】臭島早苗 【九州】田中靖;告 



【九州〕江口典秀 【九州】金子弘巧 〔九州】児玉;告兰郎 
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鲁魯 0 


第 5 回は東大 0 B 河内さんにご紹介-填いた京大0 B のこ 
の方にご登場いただきます。 



本田勝寛さん 

(ほんどかつあき） 


1937年1月14曰生 


京都大学0巨。大阪府出身。 GK として府立豊中高おで 
インターハイ、国体に3度出場。3年みの藤井寺インター 
ハイでは準優勝しベストイレブンじ選ばれた。京大経済学 
部へ進み、学生リーグで活躍する一方、豊中窩 0 B として 
全日本総合に出場。大阪クラブで国体優勝も経験。旭化成 
工業株式会社じ入社。大阪府池田市に住まわれ、趣巧はゴ 
ルフと美術鑑賞。現を京都大学ハンドボール部0 B 会長 • 
関西学連監き-池田巿ハンドボール連盟副理事長を務める。 


-ハンドボールとの出会いじついて 

教えてください- 

私の ハン ドボールとの出会いは小学校6年生のとき。大 
阪学芸大学（現.大阪教育大学）の付属小学校に在学して 
いましたが、教育実習に来ておられた教生に、後に大販で 
ハン ドボールをしている子供にはよく審判をしてもらって 
いたためエンシン（遠審）の名で親しまれた遠藤信 S 先生 
がおられ、体育の時間に ハン ドボールを教えていただきま 
した。当時は好きなスポーツと言えば骄球か相撲。何でこ 
んなスポーツをやらされているのかと不満だったのを覚え 
ています。 

中学に入って、何か運動部に入るかと考え、私よりどう 
見ても巧い奴が大勢いる野球部は敬遠。部が存在しており 
少しでもやったことのあるハンドボール部に入部しました。 
それが病みつきの始まりです。ポジションは生来の鈍足故、 
あまりまらなくても良さそうな GK にしてもらいました。 
大阪府の大会に何度も出ましたが、成績は大したものでは 
なかったと思います。 

-その後、豊中高校一京都大学と 

進まれました- 

豊中高校では、当時日本協会の副を長だった馬場太郎先 
生がおられ、豊高ハンドボールの全盛期でした。関関同の 
大学に進んだ 0 B 諸兄にしごかれ、上級生に今西金幸•が 
上正-八田昌三さんたち、同級生に深江幸次郎-が中巧郎 
.草ザ由博君たち、いずれも球界に名を留めた人達と共に、 
苦労はしましたが充実した日々でした。大阪府下には敵な 
く、私の記憶が正しければ在学3年間で2敗しかしていな 
い等です。2年生の今治国体では3位、3年生のインター 
ハイ、函館での国体では桜台•済済費に敗れ共に準優勝で 


した。 

京都大学では、1回生のときは試合に巧く部員数もまま 
ならない3部のチームでしたが、2回生秋のリーグの乂替 
戦で勝って1部に昇格し、第2回イン々レでは当時全盛で 
優勝した芝浦工大に準決勝で接戦の末敗れ4位。リーグ戦 
では3回生の秋、どうしても勝てなかった関関同の一角関 
西大学に延長の末勝って8位になったのが最高位でした。 
東京大学、慶應義塾大学とは年1度の定期戦を持っている 
のですが、東大には4連勝。慶應には9連敗を阻止して2 
勝2敗でした。また3回生のときには、水侯で行われた全 
日本総合に豊中高 0 B の豊棱をでお場し、たしか3位。大 
阪クラブの一員としては東京国体で優勝と、私の現役生活 
で最良の年でした。 

-当時のハンドボールは 

どのようなものでしたか- 

学尘では東で芝滞工大•日体-早稲田-立教、西では関 
学•関大-同志社の3校などが強く、社会人は出身巧校や 
教員を中'じ、のクラブチームが主体となっており、大阪クラ 
ブは最強チームの1 つで 大阪近郊で ハン ド ボールを してい 
る者にとって、このチームに加わることは名誉なことでし 
た。11人制がほとんどの試合形式でしたが、確か私が高校 
のときに7人制が導入され、大阪では府の大会もありプレ 
一したこともありました。 

-ハンドボールを通してちれられない 

思い出はあります力、- 

心に残っている試合はたくさんあるのですが、ほとんど 
が負け試合。その中ではなんと言っても高校3年、画館国 
体の決勝戦で済済費に敗れた試合です。前日の準決勝、我 
々がインターハイで敗れた楼台が同校に負け、今度こそは 
と試合に臨んだのですが、結果は9対6での負け。この試 
合で済済聲の竹野奉昭選手に全得点の9点を入れられた G 
K がかくいう私。随分悔しい思いをさせられました。何年 
かのち、文藝春秋を見ていたら「同級生交歓」のページに 
広島カープの古葉監督と当時全日本監督だった同氏が載っ 
ておられ、この全得点に言及があり、なんだか悔しいとい 
うより懐かしい思いをしました。 

-今の ハン ドボール界じ何かひとつ提言を 

お願いしたいのですが- 

現在私は少しでもお役に立てればと関西学連監事と地元 
池田市の連盟で副理事長を務め、若い世代の面倒を見させ 
ていただいてますが、今回も五串益の出場権を逃したことも 
あってか ハン ド ボールに 関' じ、 を寄せる人の数があまりにも 
少な過ぎる。学生リーグのチームでも人数あわせに苦労す 
るチームが時析あり、小学生を教えて いる 池田市でも年々 
希望者が減って いる 状況です。循歐を広げる組織作りを金 
面的に図るとか、強力なマスコミ対策を巧うとか、何らか 
のインパクトのある施策をホ了ち出す必要があるのではない 
でしょうか。 

貴重なご意見ありがとうございました。次号もお楽しみじ。 
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熱く燃えるリーグじしよう 


シドニー. オリンピックが終わり、競み、野球、柔 
道、女子ソフトボールなどファンを沸かせたが、その 
熱風もようやく一段落した感じだ。ハンドボールがそ 
の場にいなかったのは、なんともむなしかったが、そ 
のためにも4年後のアテネ大会には是が非でも復活を 
果たして、多少なりとも今回の悔しさを半減したいも 
のである。 

25年目の日本リーグが關慕した。不況からのチーム 
存続の危機はなくなったわけではないが、なによリ大 
切なことは、各チームの選手たちのコートでの熱いプ 
レーではないだろうか。 

ところで、シドニー五輪でも指摘されたが、ボール 
ゲームの 出場が少なかった。アジアでの争いがそれだ 
け激しくなったことも一因だろう。あるいは世界の壁 
が厚くなったともいえるだろう。バスケットボール界 
も今、ハンドボール界と似たような環境にある。 

名門チームの相次ぐ休廃部によるリーグ撤退、さら 
にはシドニー五輪への出場権獲得の失敗…。これは他 
人事ではすまされない。事情は多少違うことがあると 
はいえ、身につまされる話である。 

ハンドボール界でもいろいろな試みで盛り上げを図 
っているが、現がはまだ、それほどの効果は上がって 
いないようである。 

そのバスケットボールリーグが巧子の名称を「スー 
パーリーグ」と名がけることになった。実施は2001年 
からだが、今シーズンは「プレスーパーリーグ」と位 
置がけて戦っている。 

厳しい現実への苦肉の策といえなくもないが、ホー 
ムタウン制を敷き、企業だけに頼らず、 J リーグの基 
本理念である地域に粮ざしたリーグを目指している。 



広報委員 

早川义巧 


ptee 


ホーム タウン制を導入することによって、地域密着 
塾をより鮮明にし、さらにはリーグの試合と並斤して 
その地域の子供たちをが象にバスケットボール教室を 
關くことも檢討している。これは将来をにらんだもの 
であることもあるが、.やはり危機感がそうさせたもの 
でもあろう。 

果たして この 新しい試みが バス ケットボール人気を 
どこまで取り戻す効果が現れるか、再び飛躍できるか、 
大いにを目されるところである。 

バスケットボール同様に、ハンドボール界を取り巻 
く環境はなかなか厳しいものがあるのは、皆さんもご 
存知の通りである。過まにとらわれず、斬新なアイデ 
アでもっともっとリーグが盛り上がる対策を講じるこ 
とが、生き残りをかける重要なポイントでもあるので 
はないだろうか。 

これまでのように「企業におんぶに抱っこ J の時代 
は過ぎた。新しい日本のスポーツ界創造へ今はどの競 
技団体も模索している。そうしたことからも、地域と 
の密着、触れ合いは避けて通れない大きな課題であろ 
う。そのためにも日本リーグ勢に「面白い」「感動した」 
と言われる熱い戦いをお願いしたい。 



日本を継承 


スカイ/、ンド*ジャン円 
カラー/0123ホワ仆Xレッド•力片 
サイズ/ 22.5 〜 29.0cm 


ットフオルムじ、 
ップモデル。 


NEW 

' —■ レツ)' 


みな 


株なをせ y シツソ乂 •インターネットでアシックスの情報を提供しています。 http :// www . asics . co . jp / 

♦表示価格は全て';肖リ巧抜きのメーカーホ窜小売価格です。雜®は麻)アシックスの登録商はです。♦を品についてのも巧い合わせは、なま会なアシックスも客な巧該室までどうぞ。 
本お/宁的 0-8555 巧戸ホ中央区港島中巧 7 T 目1を1 TEL (078) 303-2233 東京ま社/〒1 30- 8585ま京都层田区が糸4下目10をり号 TEL (03) 3624-1814 
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が;常なも操鱗裝ぷ 


山を避な也艇 
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The MIUAEI Of MimtS 

ネットワークがひろがって、マイルがさらに巧めやずく*巧いやすくなりました。 

今、全日空の空が大きく広がろうとしています。充実した国内線はもをろん、国際的な抗を会社ネットワーク「スタ—アライアンス」への加强により、 
国際線もさらにあ大。マイレージも、ぐっとワイドにおまります。選ぶなら、やっぱり 「 ana マイレージクラブ J 。巧めやすさが断がちがいます。 


* スターアライアンス加盟の巧巧エアライン 


* スターアライアンスんソかの巧巧エアライン 


^居^ S ^遍遽屋^店 ぶ^ぶ 

を日巧麵口-こ-'ポン麵， エアカナダこパ-州が卜な絲れ S J 故ぶ巧ザスカンジナビアがをタイ国瞧ユナイテッドなを ブ絲谋を 才-ストリアな S ミ?;獻徐ユ巧マレ-シアなをシ: 



ANA マルージクラブ 


10月 31 B 全日空は、スター* F ライアンスに加鹽。世界112か園が上、760な上の都市をネット9-クで I 碧び案ず。 















NTS けシ a ナルトレ—こシヴシステム) 
巧巧をとし了 み q 方♦巧留 



ISTTS 涯稱を貫跨 蒲生曠明 



《常に子がたちのぶい手本であること》 

スポーツは遊び' じ、 から生まれた文化です。当然、 ハンド 
ボール も「ぃつでも、どこでも、誰とでも」楽しめるもの 
であるべきです。指導者は、まず ハンドボール 競技の楽し 
さを教えることが大切であり、選手のサポートを斤ってぃ 
くことこそ、その役割があるのです。 


当の上達を確認し、自信につなげていくものです。 

このようなプレーを導き化すためにも、選手一人ひとり 
が、指導された情報をもとに自分自身のポリシーを持つこ 
とがとても大切になってきます。そして、常に「考えなが 
ら」プレーするスタイルを構築していくために、指導者は 
選手にとって一を理解のあるサポーターであることが必要 
とされるのです。 


選手自身は指導されたことをひとつの情報として捉えま 
す。ゲームの局面において、自々自身で瞬時にベスト パフ 
ォーマンスを判断していくことで、競技の楽しさを味わい 
育っていくのです。一般的に「監督の指示どおりプレーし 
ろ/」などと一方的な指導する場合、選手は、監督•コー 
チの「ロボット」にすぎず、 ）1 專棋にたとえて言えば、単な 
る「蘭 J 」 に過ぎなくなってしまいます。一方、様々なゲー 
ム局面で習得した情報に、それまでの経験を加え、独自の 
アイデアをプラスしたオリジナルプレーを発揮する場合が 
ありまず。この時こそ選手は、将棋でいう指手となり、本 



檐攀者のだ轉 （蚊 I でのごとを！?蠢 U 指聲におたろう) 


-誠実で信頼される人柄であるようじむがけよう。 

• 教育的-指導戦術的-勝負的それぞれの側面から常に 
課題に向かっていこう。 

-指導に打ち込める環境を作ろう。 

•ハンドボール 競技の知識を深めよう。 

•指導方法を学習し、指導能力を積極的に磨こう。 

-情熱•ロマン-信念をもって進もう。 

•教養を身じつけよう。 

•公認指導者資格を取ろう。 

-ハンドボール競技を育てよう。 

•勝負の楽しさ、厳しさを教えよう。 


•厳しさと費容さを持とう。 

-スポーツマンシップを育てよう。 

•指導したいことを明確に伝えよう。 

-積極的な行動ができるような環境を作ろう。 

-自立した人間を育てよう。 

-学習. スポーツの 両面を図れる指導者じなろう。 
-プレーヤーからアイデアを引き出そう。 

. プ レーヤーの 長所を伸ばそう。 

•コミユニケーシヨンを大切じしよう。 

-のびのび ハン ドボールができる環境を作ろう。 

-長期的な視野に立った指導をしよう。 



暮らしに眞をと右したい 

化陸電力 


地球と技術と人び生み出ずエネルギーー^ 
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2 す旨攀者の仕拳 


指導者の仕事は、ただ単に技術的な面を指導するばかりではありません。その仕事は多岐に渡っており、日々の繰り返 
し、積み重ねが重要になっていきます。 


目標設定 

指導計画の作成（長期。中期-短期) 
を全の 確保 

トレーニングメニューの提示 
トレーニングの 説明 
トレーニングの実践 



〇トレーニンダの質的.量的な管理 
〇評価，みが-次の指導案作り 
〇ダームでの実践 



マんージメ > 


1 日、週間、月間年間といったスケジュールの管理や目概設定など、選手のモチベーションを高め、維持していくこ 
とも指導者の大切な役割であり、安全を配慮した用具器具のメンテナンスなど細かな点も、指導者には要求されます。そ 
して大をへの参加、遠征、合宿などを考えた場合、財政的な管理力も問われ、全般的なマネージメント能力も大切になつ 


てきます。 



◎スケジュール管理 
◎目標設定 
◎巧具器具の準備 
◎組織つくり（地域-学校） 

◎チーム運営（財政 . PR ) 

◎選手の管理 

(成長-性格-気質.栄養-休養-ヶガへの対応) 
◎地域.クラブの実情に応じた良い関係づくり 
◎保護者との連携 
◎教育 
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を曰本チーム 
メディ々ルサポート 
巧沉 

-ブデ千カル，エックび己巧たスポーツ傷害と問題應_ 


运科学委賈厦 glii 


金本各種別チームの大会、海外試合および強化合宿等に 
は、ハンドボール競な種目の委任を受けたスポーツドクタ 
一（整形外科、內科、曲科）およびスポーツトレーナー（理 
学療法師、柔道整復師、スポーツトレーナー他）じより年 
間！〜2回の各種別チームのメディカルサポートを実施し 
チームの競技力向上のための コン ディショ ニン グを担当し 
ている。 

本年度は、シドニーオリンピック大を出場資格、2002年 
度世界選手権の出場資格取得をそれぞれ目指した大会出場 
が多かったので、年度当初からメディカルサポート群にド 
クタ ー、 トレーナーを増員した協力態勢で実施した。 

本年度の年間サポート計画日数（細部は機関誌 No .410、 
2000年8月号参照）は総日数331日間をドクター24名、トレ 
ーナー22名で担当予定とした。総日数の内訳は大会100日 
間、合宿231日間であり、各種別チーム担咎は、ドクター数 
名のグループ、トレーナーは専任制（ナショナル男子、ナ 
ショナル女子）とグループ制とに区みした。 

の TF 、 本年度 （1 巧〜8巧）のメディ々ルサポートとし 
て各チームに実施したメディ々ルチェックの現況と問題点 
を紹かする。 

し乂デイカルサポートの現況-問題点读1 ) 


(1) 現況 

チームへの 帯同単位は、ドクターとトレーナーを組編成 

(原則は固有組合せ）とした。帯同期間の基準はトレーナ 
一は全期間、ドクターは1週間から10日前後が実際期間で 
あった。 

(2) 問題点•要望（表1報告書から） 

ア.チーム帯同ドクターは整形外科医のみでなく、季節 
の特性や派遣国-都市の衛生環境を考慮し内科医の 
派遣も考慮する必要があろう。 

イ.前て頁の特性を考慮しドクターバッグの量を增やし現 
地で氷が手に入らないときのために傷害にアインシ 
ング用のコールドハ。ック等を付加して準備する必要 
があろう。 

(3) メディカルチ卫ックレポート（表 2) 

メディ々ルチユックレポートによるスポーツ傷害を男子 
ナショナルチームの選手28名中から継続受診した15名を対 
象に2000年1月〜8巧の間に実施した結果からその概要を 
要約した。 

対象者15名中、本年度健常を継続した選手は1名のみで 
あった。 

ァ.身体部位別： 

疾患数の多い身体部位は、足関節•足部、肩、膝、およ 
び手-指であり、疾患区か別が沉は表3のとおりである。 


表2乂デイカルチェックレポー hi こよるスポーツ障害(スポーツ外傷-スポーツ障害）-疾患概況 ( NASS ) 


部位 

選手名 

T • A 

T • T 

N • T 

H • Y 

T • S 

S • Y 

S • T 

Y • 0 

1 

V M/C 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

ぶ 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

e 1 

頭部 

顔面 
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口腔埋 
























































上半身 
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B 
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1 
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B 






















背部 
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上岐 

上腕 
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手指 
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早 
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■ 

下帯 

腰部 
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C 


B 
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臀部 
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下腿 
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アキレス嬉 
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足関節•足部 
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C 

i 
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1 




B 

Z 
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! 
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イ.疾患か類別： 

自己管理 （ A および B1 ) でスポーツ運動を継続しても 
よい選手は3名 （T • A、H • Y、T • Y ) に過ぎない。 
その他12名の選手は注意 （ B2 ) 区分であり、スポーツ傷 
害の予防や回復のためには指導者、スタッフの指導、監督 
が必要となる区夕である。 

しかしながら、ナショナルチームの指導スタッフは対象 
選手全員を年間を通じて管理しているのではなく、せいぜ 
い100〜120日間（年間の}4期間）がナショナルチームの活 
動期間であるので、むしろスポーツ傷害の管理者は各選手 
の所属チームのスタッフといえる。 

疾患区分 C1 (精査 )、 C 2 (治療）は医師の判定による 
大会の出場や合宿参加の制限-中止であり、15名中次の日 
名に長期間ハンドボール競ホ支によるスポーツ傷害（スポー 
ツ外傷-スポーツ障害）がみられる。 


N • T 

膝 

左膝棚障害 （ C -0 


足関節•足部 

足根管症候群 （ C -2) 

S • Y 

膝 

左ジャンパー膝 （C - 1) 

0 • K 

腰 

腰部椎間板ヘルニア （ C - I ) 

T • T 

腰 

腰痛症 （ C -2) 

T • Y 

膝 

右膝内障 


N • T 選手は10年有余全日本 チームのエースと して国際 
的にも評価の高い選手であるが、文字どおリ満身創褒のエ 
ースといえる0 


2. メディカルチェックからみた処置が策の方向 

N • T 選手の2000年1月から8巧までの8ケ月間の4回 
のメディ々ルチユック結果にみられる淚患部位は、肩、手指、 
膝、臀部、足関節•足部と全身にわたっている。その背景 
には、諸疾患が初期段階において完治し得ないままスポー 
ッを継続せざるを得ない現状が推測できよう。スポーッ傷 
害の疾患をもたない選手でを日本チームを編成できないか 
という問題はの I 前からホ旨摘されていた。 

(1) ナショナルチームのメディ々ルサポートの体制の確立 
ナショナルチームの「専だドクター•専任トレーナー制」 

の継続実施に他ならない。幸いにも日本ハンドボール協を 
が編成している8チーム（全日本巧•ホ 、 U — 23巧•ホ、 

U —19男•ホ、 U -16 男•女）のうち全日本男子はシドニ 
ーオリンピック強イヒ期間の4年間は、加藤公ドクター、ホ 
尾和參、小が雅樹トレーナーで一貫したメディカルサポー 
卜を実施した。金日本女子は、トレーナーのみ専なとし、 
ドクターは佐久間克農ドクターを基本に4名のドクター静 
でを互祖なした。他の6種別チームはドクター-トレーナ 
一と もに同一所属を基本グループ編成とし、各グループに 
調整責任ドクターを設け、それぞれのチーム賽イ壬者と連携 
をとってドクター-トレーナーのチームに帯同を依頼した。 

U — 16からナショナルチームまでの一貫したメディカル 
サポートが望まれる。 

(2) チームスタッフにフイットネススタッフの配置 


男子を曰本チームの乂ディカルチェック現が(巧"~2) 整形外科疾患区ろ(が一1 ) 


記号 

区 

み 

期 日 

場 

所 

① 

ム 

宿' 

1 .29/00 

熊 

本 

② 

ム 

宿 

5 .26/00 

鈴 

鹿 

③ 

JOC M/C 

6.6 /〇〇 

曰 

体協 

④ 

ジャパンカップ 

7 .27/00 

に 

島 

⑥ 

ム 

宿 

8 . 3 /〇〇 

鈴 

鹿 

⑥ 

WCG 予選 
東アジア選手権 

8.9 /〇〇 

上 海 

⑦ 

東アジア 
第3代表み定戦 

8 .25/00 

バンコク 


み 類 

管理者 

スポーツ 程度 

A (正常） 

なし 

継続 

B - 1 (観熱 

自己 

継続 

B -2 诘新 

指導者 

継続 

C - 1 (精査） 

医師 

継続（制限） 

C -2 (治觀 

医師 

中止 


T • S 

K • K 

0 • K 

K • Y 

K • K 

S • M 

T • Y 

小計 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 
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2 

3 

4 

5 

6 

1 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 
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3 

4 

5 

6 

7 

1 
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3 

4 

5 

6 

7 

疾 

患 

数 

疾患区み 

A 

B- 1 

B- 2 

C- 1 

C-2 
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表 1 〔八ンドボール全曰本チームにがする乂ディカルサポー s の現が-問題点) 


チームを 

大会 名 

m 間 

場所 

帯同 Dr • 

帯同 T 「 

処置記録 

問題点•要望 

男子 N A 

シドニーオリンピック 
予選兼アジア選手権 

2000.1 .24 

〜 1.30(7) 

熊本市 

加藤公 Dr . 

I . M / C レポート 

I . トレーナーの増員 
選手睡眠時間減少 

男子 N A 

ジャパンカップ 

合 宿 

2000.7 .27 

〜 7. 30 (4) 

2000.5 .25 

〜 5.26(2) 

広島巿 

鈴鹿市 

加藤公 Dr . 

加藤公 Dr . 

し M / C レポート 

1 • m / c レポート 

1.中山選手の精査化 

黄子 N A 

JOC . M/C 

2000.6 .6 

スポ研 

河野卓也 Dr . 
青木義広 Dr . 

I . M / C レポート 


男子 N A 

合 宿 

2000.5 .22 

〜 8.16(47) 

鈴鹿-大晦 • 

紋別-湧み- 
に島 7/27 
鈴鹿•上海 

小松雅樹 Tr . 

1 .加藤 Dr . 

M / C レポート 

しコーチ•マネジヤーの増員 

2.選手の長期一頁指導 

男子 N A 

合 宿 

2000.8 .3 

〜8 .6(4) 

鈴鹿巿 

加藤公 Dr . 

1 .重傷度の高い選手 

2〜3名（プレー巧） 


男子 N A 

世界選手権 
まアジア予選 

2000.8 .9 

〜 8.16(8) 

上海 

河野卓也 Dr . 

小松雅樹 Tr . 

し M / C レポート 
内科疾患多発(下搁） 
アイシング用水入手困難 
コールドパック使用 

I . DrBag の付加 

口ぺミン、プスコパン 
アイシング機がイ寸加 

男子 N A 

WCG アジア 
第3代表巧を戟 

2000.8 .23 

〜 8. の (7) 

バンコク 

加藤公 " Dr . 

1 •下前を発(上觀 

2. M / C レポート 

1.水み•食辜管理 

男子 U -23 

合 宿 

ロシア遠征 

2000.5 .26 

〜 5. 28 (3) 

2000.8 .26 

〜 9. 3 (9) 

大崎 

ロシア 

沖本信ネロ Dr . 

沖本信和 Dr . 

I . M / C レポート 


男子 U - 16 

ち湾遠征 

2000.8 .25 

〜 8. 29 (5) 

お中巿 

中田俊博 Tr . 

し M / C レポート 
足関節捻挫 3名 

シンスプリント 4名 

腰痛 2名 

osgood-schtateer 1 名 

1 •饋痛 

2.機能改善 

女子 N A 

合 宿 

2000.7 .20 

ブラザーエ業 

島田信化 Dr . 

I . M / C レポート 


か子 U - 23 

フランス遠征 

2000.6 .11 

〜7 ,6(25) 

フランス 

酒井薫 Dr . 

1 .慢性的外傷 

2. M / C レポート 

1. 選手の外傷予防知識の設定 

2. 事前の現地食ま情報の入手 

3. 内科的チエックの必要性 

女子 U -23 

第4回 

世界学生選手権大会 

2000.6 .24 

〜 7. 5(に） 

フランス 
クレルモント 
フェラン 

天門永春 Dr . 

I . M / C レポート 

1. 選手補強における M / C サポ 
ートの必要性 

2. 大会直前の M / C 早期実施(± 
•日•休日） 

3. Dr . Bag 付加（シーネ） 


チームの ドクター.トレーナーは、 選 
手の コンディショニン グの中の治療段階 
が主担がであり、現がの疾患区かでは B 
1 (選手の自己管理で スポーツを 継続実 
施）および B 2 (指導者の指導監督下で継 
続実施)が主体 (94. 5%) を 占めている。一 
方 フィットネススタッフとは、スポーツ 
リハビリテーション分野でドクター•卜 
レーナーと 連携し、回復能力よりもむし 
ろ予防的見地からの改善を担当するもの 
である。このような競な力としての体力 
づくりのできる フイッ トネ ストレーナー 
(トレーニングドクター）を 編成員とし 
て常が帯同する必要がある。（加藤公、河 
野卓也、福田亜紀、天門永春、島田信弓ム、 
沖本信和、小松雅樹、酒井薫、中田俊博） 


表3身体部位別疾患 



B - 1觸察.自己管理） 

B - 2 ( ま意•お導者） 

C - !脂査） 

C -2 ( 治療） 

足 

関 

節 

足 

部 

足関節捻挫 
足根管症候群 
母趾 M P 関節捻挫 
アキレス 蹟炎症 
足関節呈ち骨障害 

母扯外転筋肉離れ 
小趾捻挫 
鍾部痛 
足部捻挫 


足根管症候群 

肩 

厚3南 

肩鎖肉筋捻挫 

肩インビンジメント症候群 
お巧肩障害 

肩鎖関節脱曰 
投球肩障害 
肩関節菅塡傷 
層関節管塡傷 



膝 

ジャンパー膝 
膝前十字紋帯ち建術後 
膝外側半ち板損傷 
膝内障 

膝半月板切除後水腫 
ジャンパー膝 

膝内陸 
ジャンパー膝 


手 

右手関節損傷 

中指 MP 関節捻挫 
環指つき指（陳旧性） 

ルお数帯斷裂 
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リ I 匯 I [顽 1 闡國 I 賣 II 会 l [^ II 嫌 IF ] 「卜 1 り 


2001年男モ世界選手権 

東アジア予選 (ドクター報告） 
橫須賀共済病院整形外科；'巧載^卓也 

2000年8月9曰から16曰まで、中 
国（上海）で開催された世界選手権 
東アジア予選にドクターとして帯同 
しました。私は 6 月 6 曰に曰本体育協 
会スポーツ診療所でメディカルチェ 
ックを実施してから チームには 帯同 
していませんでした。しかし、広島 
国際大会および直前合宿に帯同した 
加藤先生から選手の状態の連絡を受 
け、また大会前からトレーナーとし 
て活動していたノ j 、松さんからも情報 
を受けたので、 スムースに メディカ 
ノ レサポートができたのではないかと 
思います。 

8 月9日に関西空經で選手団と合流 
し、数日の間に全選手をメディカル 
チェックしました。その結果、男モ 
16人のうち15人に25件の疾患（ス 
ポーツ外傷 ‘P 章喜）がありました。2已 
件のうちほとんど力<評価（重症度）は 
B — 1または B -2 の軽症で、テーピ 
ングなどでプレー巧能な状態でした。 
1 人の選手は左足根管症候群と左膝棚 
障害の症状が強く、 C - 1 と評価しま 
したが、プレーは可能なが態でした。 

大会期間中は、強化合宿と違って 
長時間およびハードな練習はしない 
ため、上海で大きなけがをした選手 
はありませんでした。しかし、下搁 
が大流行し、体調をくずした選手が 
多数いました。下荆の原因はホテル 
の中華料理の油と、焼き肉ではない 
かと思われますが、同じ食事で下剩 
をしなかった選手もいるので断定は 
できません。ドクターバッグに入っ 
ていた下剩止めの薬（口ぺミン）を 
使いきり、さらに個人的に持ってい 
た口ぺミン 20 錠も使いきり、最後は 
女子に帯同していた坂口先生から口 
ぺミンを巧けていただきました。 1 人. 


の選手に点滴をしましたが、下剩の 
ためプレーできないという選手はい 
ませんでした。 

また、アイシングのための氷が手 
に入りにくく、トレーナーの小松さ 
んとともに苦労しました。ホテルの 
レストランでかをもらっていました 
が、数か国の男女選手団が同じホテ 
ルに宿泊していたため、毎回わずか 
しかかをくれません。製氷器が小さ 
く、たくさんかができないというこ 
とでした。近くに スーパー やコンビ 
二はありましたが、氷は売っていま 
せん。そこで女子に帯同していた卜 
レ ー ナ ー の皆川さんに、コールドパ 
ックを貸していただきました。 

今大会は男子も女子も同じホテル 
で同じ試合会場だったので、女子に 
帯同していたドクター、トレーナー 
と連携がスムーズにできたと思いま 
す。坂口先生、皆り I さん、ありがと 
うございました。 


第8回アジア女子選手権 
大会 


皆川直哉 

8 月 8 日に福岡を発ち、 11 日間の 
アジア選手権大会が始まりました。 
その直前の合宿から考えますと、計 
33日間（途中広島ジャパンカップあ 
り）の長期にわたる練習•試合は選 
手•スタッフの顔から笑顔を奪うこ 
とになる程のことでした。しかしな 
がら、大会 2 位という結果をもって、 
その労苦も報われたという次第でし 
た。当初の目的通り、世界選手権へ 
のキップを手に入れることが大前提 
でありましたので、その意味では目 
的は達成。しかし、韓国には今一つ 
のところで勝ちを逃す結果となり、念 
願のアジア制覇には一歩及びません 
でした。 

そんな中、選手達は、ケガやアク 
シデントを乗り越えて堂々と戦って 


くれ、とてもたくましく思えるよう 
になりました。 

合宿当初は、選手の自立をうなが 
す意味からスタッフの対応に変化が 
見られ、これに選手は困惑すること 
しきり。精神的にもつらかったこと 
と思います。 

合宿からジャパンカップへと,ゲー 
ムに移る頃から選手の開き直りを感 
じゲームを重ねるごとに"甘え"か 
ら脱皮するキッカケがつかめたよう 
でした。徐々に戦うモチベーション 
を自がでコントロールずることによ 
り、ゲームで発揮することができる 
チームになってきたことを感じます。 
一人一人はトップレベルの選手であ 
る訳ですが、女子スポーツ、特に团 
体競技では仲間-先輩への依存,こ、や 
遠慮が多々見られます。そんな弱気 
を一掃することができるメンタルタ 
フネスの追求が目的だったのでずか 
ら、その第一歩を着実にものにした 
ことと思われまず。 

身体的な面では、ゲームごとに何 
らかのケガは発生しますが、対処で 
きない症がもなく基本的な日常の卜 
リートメント、ケアをずることでコ 
ンディショニングを維持することが 
できました。今回のナショナル チー 
ムは、選手自身がトリートメント、ケ 
アを積極的に取り入れる習慣が大か 
ついて くれましたので、プレーにお 
けるパフオーマンスをレベルダウン 
することなくゲームに臨むことがで 
き、まずは夜遅くまでほぼ年中無休 
状態で取り組んだ甲斐がありました。 

現地でのエピソードとしては、キ 
ャプテンの青戸選手がカゼで高熱を 
出すこともなく無事でいてくれたこ 
と、と思っていたら足首筋の損傷や 
右手小指の勒帯の損傷というァクシ 
デントに見舞われ、シュートするご 
とに不安を感じることが発生し、卜 
レーナーとしては冷やっとさせられ 
ました。夜はトリートメントを指示 
どおりしっかり行い、練習中、ゲー 
ムではテーピングをし、全体を通し 
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て頑張ってくれました。 

予後は忙しいと思いまずがしっか 
りと処置し完治してほしいものです。 

試合では旧中美音子選手の状況判 
断の的確さ、少ないチャンスをらの 
にする積極的なプレーは特に印象的 
ですね。見る者に安,！:、感を与えるプ 
レーは 今後 ナショナルチームが 受け 
つがなくてはならない点でしょう。 

また、唯一現役の高校生、谷口選 
手の途中参加も一味違った醒翻味を 
チームに 与えてくれました。女性選 
手としては確かにビッグであり、こ 
れがしっかりと成長してくれたら将 
来が楽しみですね。そのためには弱 
点の克服をすべく筋力強化は絶対条 
件ですね。 

今回の結果に巧して、得たものを 
十分に実力としてがのステップへと 
臨んでいきたいと思います。 

私達は、チームと共に成長してい 
きますが、チーム、選手も私達と共 
に成長してほしいと思います。 

第6回アジア女モジュニ 
ア選キ権 （ト レ— ナ—報告） 

ATHLETE SUPPORT 今井秀登 

2000年7月25曰〜7月31曰迄、バ 
ングラデシュの首都ダッカにおいて 
アジア女子ジュニア選手権が開催さ 
れた。この遠征は、来年開催される、 
世界選手権の出場権を取るうえでも 
重要な大会であった。チームスタッ 
フ は、団長 i 名、監督1名、コーチ1 
名、ドクター1名、トレーナー1名、 
計5名で構成された。この、遠征期間 


中のトレーナー活動の内容を報告致 
します。 

選手権1か月前の山梨合宿時に選手 
個別にチユックリストに沿ってメデ 
ィカルチ卫ックを実施し、その結果 
を参考にドクターと相談のうえケ 
アーの内容を決めた。遠征出発前日 
にも、ケアーの必要と思われる選手 
のチュックを行い遠征期間中のケ 
アー内容の確認をした。現地では、ホ 
テルの私室をトレーナ〜ルームとし 
て常時（試合、練習が午後からの場 
合は午前中と夜間、練習が午前の場 
合は午後と夜間）解放し、マッサ… 
ジ及びストレッチ、 PHF 、 筋カトレー 
ニングなどを実施した。選手の状態 
としては、下肢疾患が多く、次いで 
肩、肘、腰の疾患であった。「肩が痛 
い」と訴える選手のほとんどがロー 
テ…ターカフであり、インナーマッ 
スルのトレーニングを指導、実施し 
た。テーピングに関しては、試合、練 
習の開始時間に合わせ、トレ^ナー 
ルーム及び体育館で実施。テーピン 
ダ実施件数は、期間中延べ件数で26 
件であった。部位では、足関節、膝 
関節、肘関節、手首、等であった。ま 
た、選手のほとんどが、ブレースも 
使用、テーピングと併用する選手も 
いた。 

アイシングに関しては、アイスパ 
ックを人数分用意し、試合、練習終 
了後に各自実施した。な上の内容で 
選手をサポート致しました。また、今 
回の遠征では、ドクターとの連携が 
とでもスムーズに巧えケアーに対し 
ての適切な意見交換も巧えた。 

今回の遠征の一■番の問題は、局温、 
多湿、食义化の違いなどであった力《、 


スタッフの協力と選手各自の自己营 
理で、無事のりきることができた。結 
果として、3位、来年度の世界選手権 
の出場権も獲得できた。 

最後になりましたが、緒方団長、田 
中監督、平賀コーチ、宮本ドクター、 
そして現地のスタッフの方々のご協 
力を頂き、屯、より感謝致しまず。 

私自身、いろいろと勉強させて頂 
きましてありがとうございました。 

第目回アジア女モジュニ 
ア選手権 (ドクター報告） 

熊本ホ十字病院整形外科宮本和彦 

2000年7月25日から31日までバ 
ング ラデシ ュ で開催された第6回アジ 
ア女子ジ ュニアハン ド ボール 選手権 
に帯同ドクターとして参加したので 
これを報告する。 

今回の選手面の構成は選手15名、 
スタッフ5名（団長、監督、 コーチ、 
トレーナ-*、医師各1名）の計20名 
であり、選手の大多数は海外遠征歴 
があった。本大会は2001年ハンガ 
リ ーで開催予定の世界選手権の予選 
を兼ねたものであり、今回は7か国が 
参加して巧われた。2 つのグループに 
分け予選 リーグを 戦い、上位2 チーム 
がそれぞれ決勝 トー ナメ ントに 進ん 
だ。グループ A は 韓国、台湾、 イン 
ド、 ネパールの 4 か 国、 グループ B に 
は日本、 中国、バングラデシュの 3か 
国がそれぞれ割り当てられた。 

7月23日午前中に名古屋を出発し、 
Singapore Airline にて約6時間の 
フライトを行った。この機内の空調 



巧がな明日へ 

K1RIN 


丰リンラ方ザ-ル 

飲酒は20麗になってから。空きびんはわ取扱い店へわ戻し下さい。 
ホームぺージアドレス http://www.kirin.co.jp 丰 リンピ-ルな巧を巧 
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はブランケットを羽織ってもかなり 
寒いげ態にあり、ここでうっかり眠 
ったら間違いなく風邪をひきそうな 
ほどであった。現地には日本時間の 
深夜に到着し、若い選手らもさすが 
に疲労していたようだった。空港で 
は VIP 専用の通路を通り、スポンサー 
らから手厚い歓迎を受けた。ホテル 
の送迎バスは一 * 流ホテルにも閱わら 
ず、お世辞にもきれいなものではな 
く、明らかに他国で使い古されたも 
ののようであり、この園の錢済力を 
物語っていた。ホテルに着くまでの 
バスの中ではかなり強烈な体験をし 
た。車の走行車線は2車線ほどある 
が、車線変更は旨分勝手だし、クラ 
クションは鳴らし放題で走り、決し 
て譲り合おうとはせず、我先にとど 
の車も走るため、急ブレーキや ニア 
ミスは頻繁にあり、ホテルに着くま 
でに生きた屯、地がしなかった。 

翌日午前中に練習に出かけたが、こ 
のバス移動の際に銃を所持した警官 
が4人護衛のために栗り化んできたの 
で重々しい雰囲気であった（これは 
その後も移動の際は毎度のことだっ 
た)。練習場は本大会会場であるシャ 
ヒード. ショーラワルディ国立屋内 
競技場で巧った。これはダッカ市内 
で唯一空調設備及び観客席のあるも 
のらしいが、中はフロアを含め余り 
整備されている様子ではなかった。 
長旅の疲れをむ配していたが選手等 
は比較的体らよく動いていてたっぷ 
りと汗を流していたので多少安必し 
た。また、現地の新聞では今大会の 
記事が1面一杯に掲載されており、こ 
の国での関むの高さを感じた。 

25曰から大会が始まり、開会式で 
はマスゲームな どがあり雰囲気を盛 


り上げていた。グループ B の日本は 
26日に初戦をバングラデシュと巧い、 
格の違いを見せつけ44 -10で快勝 
した。次の中国戦は前半から1点を争 
う緊迫した試合展開となり、後半残 
り5分頃に 7 mT を決め日本は同点に 
追いつき 19- 19のドローとなった。 
実はこの試合途中に得点に対しオフ 
ィシャルからクレームがあり先の結 
栗となっていたが、選日この判定は 
間違いであると阻 F から説明ざれ18 
—19 で中国に敗れた形となった。こ 
の結果、予選を2位で決勝トーナメン 
卜に進み、準決勝で韓国に33 -14で 
敗れはしたものの3位決定戦で中国に 
25—16 と雪辱して3位となった。こ 
の結果2001年の世界選手権の出場権 
を無事に得ることができた。 

今回の遠征ではバングラデシュと 
いう国が®熱帯モンスーン気候で高 
温多湿であること、食义化の違い、空 
調設備のある体育館が首都ダッカで 
1つしかなく、試合前のコンディシヨ 
ン作りが難しいなど、かなり体調管 
理が大変であることが予想された。 
幸い重篤な感染症に罹患したり、重 
度の外傷を大会期間中に負った選手 
はいなかった。しかし、除湿のため 
にホテル内は常に空調を使用しなけ 
ればならず、このため現地入りして 
2、3曰後より上気道感染症がを訴え 
る選手らが增加した。 

食事はそのほとんどがホテル内で 
巧ったため大きな問題はなかったよ 
うである。ホテルでの食事は毎食バ 
イキングであった。ほとんど火を通 
した油っ こい 料理が多く、2日もすれ 
ば多少食べ飽きる感があった。当初 
はよく食べていた選手等も次第に食 
が細くなり、特にお米が合わない選 


手は日本から持ち込んだ補食で力 
バーしているようだった。消化器症 
がを訴えたのは意外にも1名のみであ 
った。このように日本と環境がかな 
り異なる場所での遠征の際には、食 
生活に対する対策はもちろんのこと 
であるが、感冒も含めた上気道感染 
などに罹患しないよう注意しこれを 
予防ずる必要がある。このためには 
食事の前にうがい、手洗いなど基本 
的な予防行為は不可欠で、これに加 
え選手各々にイソジンガーグル®な 
どを所持させ、移動の際や食事及び 
練習の前後にもこれらを励行させる 
方がよいのではないかと感じた。 

今回選手のメディカルチ卫ックを 
試合の合間に巧ったが、この年代の 
選手はまだ余り自分の身体のケアの 
仕方について十分知らない選手が多 
く、またスポーツ障害に対する認識 
の低さも感じた。これらは選手等の 
所属チームによってもその程度は異 
なるようだが、今後彼女らがもっと 
高い競技力を要求される場面に遭遇 
した際に、重度の外傷へと発展させ 
ないためにも各チーム内での定期的 
なメディカルチュックや外傷予防の 
ためのトレーニング、故障した部位 
の定期的な治療などの必要性を感じ 
た。また、今大会中にはドーピング 
検査は実施されなかったが、今後ら 
選手等に アンチ. ドーピングに対す 
る啓蒙を日々継続していく必要があ 
る。 

最後になりましたが今回このよう 
な機会を与えていただいたことに深 
く感謝するとともに、 U — 19選手の 
今後のさらなる飛躍を祈念しており 
ます。 
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平が 1 日年度 


W 


> C 級コーチ養成講習含 
〔專 P う教お講習を)き反告 


平成12年度財団法人日本体育協を-財団法人日本ハンド 
ボール協を主催、を認 C 級コーチ養成講習を（専門教科講 
習舍）が、平成12年7巧28日餘〜8巧2日 ㈱ の6日間、名 
古屋市-ブラザーエ業体育館で開催された。 

日本ハンドボ ー ル協をは日本体育協をと協力して、を認 
コーチとを認スポーツ指導員の講習を行い、その養成を斤 
っている。講習の目的は下の点にある。 

①ハンドボールを斤って いる チーム、 クラブ、 グループ 
を対象に、競技における都道府俱レベルでの基礎的- 
専門的なスポーツな術の指導を巧う。 

③クラスグループ等活動組織の育成.指導に当たるも 
のを養成すること。 


共通科目講習は文字通り、ハンドボールに限らない様々 
な競技から受講者が集まる。前期-後期共に全国で6会場 
が設定されており、場所-日程に応じてを場を選択できる。 
各教科には講義（時には実技も）と檢定試験があり、4年 
間ですベての課程を修了しなければならない。また、化身 
大学 や 大学での取得単位によっては免除科目が設定されて 
いる。 

ハンドボール競技においては隔年で専門教科講習会を斤 
っている。今回行われた講習会の内容をの I 下に記す。 

公認 C 級コーチ養成講習をカリキュラム 

(講師名敬称略） 



コーチ 資格は C 、 B 、 A 資格があり、資格取得希望者は 
今回の C 級資格から取得しなければならない。講習を全体 
は前期•後期の共通科目課程（共に4泊5日）、専門科目課 
程 （5 泊6日：基礎理論25時間、実拔20日寺間、指導実技1目 
時間）、レポート、検定試験から成っている。 




基礎 理論：コーチの 役割 


(大西武 S ) 


基礎理論: 

:ハンドボールの歴史 

(水上 

一） 

実 お: 

:集団技能 

(水上 

一） 

基礎理論: 

:世界の技術-戦術 

(池田 

修) 

実 お：世界の個人技術-チーム戦術 

(池田 

修) 

基礎理論 

ハンドボールの生理学 

(田中 

ず) 

実 技 

体カトレーニング 

(田中 

守) 

基礎理論 

ゲームにおける攻防理論 

はザ 

秀和） 

実 な 

レベル別指導法 

は井 

秀和） 

指導実習 

個人技能の指導 

(隹倉 

清則） 

基礎理論 

ハンドボールの評価法 

(隹倉 

清則） 

基礎理論 

ハンドボールの指導法 

(小山 

浩) 



AMOK ENTERPR3SE CO^LTO 

私達が役立ちます 



合い言葉はまごころ 

瞧鱗丽葬ご旅 斤まで 

株式会社エモック•エンタープライズ 


運輸大臣登録一般旅行業第1144号 
干 105-0003 

東京都港区西新橋！- 19 — 3 第2双葉ビル 2F 
TEL: 03-3507-9777 FAX : 03- 3507 -9771 
一般旅行業取极主任者 佐々木雅之 
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ールの変遷 
法 


(常倉清則） 

(松本光弘） 
(市原則之） 


備川一徳） 




(斎藤 實） 
(栗山雅倫） 


基礎理論： ルールとレフエリング 
実技： GK のトレーニング 
実 な：動きづくりからチーム戦術まで（藤本 元） 
指導実習：個人な能の指導法 （誓倉清則） 

指導実習：年齡別指導方法（中学生対象の指導） 

(佐藤友紀） 


lil 上の 内容で講習が斤われた。講義-実技の両面から構 
成された講習は幅広い分野に渡り、基礎的且つ、専門的な 
內をであった。各参加者が今講習会で学び取った様々な知 
識を今後の指導場面で生かすと共に、後進の指導者を養成 
することが、結果的にハンドボールの普及発展に繫がり、 
さらには日本ハンドボール界の発展に繫がるであろう。 




基礎 a 論： ハンドボールの バイオメ々 ニ クス 

熊水宜雄） 

実 技 ： N T S の指導法（動きから個人な能） 

(蒲生晴明） 

実 技： NTS の指導法（グループからチーム戦術） 

(蒲生晴巧） 

指導実習：個人な能の指導 （倍倉清則） 

指導実習：年齡別指導方法（小学生対象の指導） 

(角 紘昭） 

基礎理論：ルール変更の動向 （後藤 登） 



iBk .Mm 







基礎理論：指導案/指導計画作成 

(曾田 

宏) 

実 技：個人-集団な能 

(曾田 

宏) 

基礎理論：現場における救急化置 

讲上 

良太) 

実 な：ハンドボールの傷害とその化置 

讲上 

良太) 

指導実習：個人技能の指導 

(牲倉 

淸則) 


基礎理論：世界のハンドボ 
基礎理論：他競技の指導方 
サッカーの場合 
基礎理論：コーチ論 
検定試験 


指導実習：年齡別指導方法偏校尘対象の指導） 


巧術〇素材 

技術が生み出ず巧轰巧、裹材からをまれる巧発想。 



技巧を巧の汲が巧く、未巧なる世巧への揉巧 
イノべーシ3 ン巧巧の キー.ファクターとして 重巧をのが素林です。 
大同特巧用は，時巧«を コアと した r 巧巧力」「開発力 J で 
巧境に迸巧した、新たな累なの巧巧をお拒 i します， 

芭かなホ巧へ、巧なの無巧の可能せを追巧する、大同特巧巧。 


古大同特巧銅 

URL httpI//www.daido.co.jp/ 


▼ c 級 n I チ養成講習会参加者(専務理事を囲んで) 
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平が 12 ホ度第 3 回 A ンドポ H 佩巧集会 

ポー化運動教巧としての 

八ジドボー化 —その 3— 


平成12年度第3回ハンドボール研究集をが、8巧4 •日 
日の2日間に神奈川県立体育センターにおいて開催された。 

新学習指導要領をうけて、学校体育における効果的なハ 
ンドボールの 授業の可能性に ついて、 全国から多くの研究 
者が本研究集会に参加した。な下にその概要を記す。 


8月4曰 ㈱ 


[開会式] 


挨 搂 

㈱ 日本 ハン ド ボール 協会 

副会長 

中澤 

重夫 


神奈川県 ハン ド ボール 協を 

副会長 

佐か 

正典 

趣旨説明 

第3回研究集を実行委員を 

委員長 

川邊 

孝夫 

日程説明 

第3回研究集を実行委員を 

繼員長 

石川 

泰弘 


(大会趣旨） 

平成10年度発表された小学校新学習指導要領に、ハンド 
ボールが「ボール運動」として初めて採用された。このこ 
とは、学校体育において、児童や生徒の体力•運動能力の 
低下が指衞されている昨今、ハンドボールが、子どもたち 
の発育•発達を促すのに適していること。加えて、他のボ 
ール運動より、教かづくリや戦術学習が容易なこと。さら 
に、小学1年生から6年生までの児童にとって取り組みや 
すく、楽しくできるという諸特性が認識されたためである。 
また、小学校期にボール ゲームと してのハンドボールに親 
しむことは、生涯スポーツへの参加意欲を高めることにも 
なると考えられる。第3回ハンドボール研究集をでは、こ 
のようなハンドボールの魅力や特性に対して認識を深める 
と同時に、子どもたちの発育•発達に見合ったハンドボー 
ルの授業づくりのあり方、方法について研{ I 多する。 


[講演]「ハンドボールの運動特性を考える 
一体育の目標との関連から一」 

浦井奉夫（順天堂大学スポーツ健康科学部教授） 
(講演概要） 

じ I 下の3点をふまえて、小学校におけるハンド ボールの 
授業のあり方について述べられた。 

① 学習指導要領の改訂の趣旨とその背景 

② 体育の目標と内をの改訂 

③ ハンドボールの 運動特性の検訂 


[研究-実践報告] 

座長化藤靖（秋田大学教育文化学部） 

1感覚づくリを中'じ、とした低学年におけるゲームの指導 
木を光男（秋西大学教育文化学部附属小学校） 

2小学校低学年における実践 
信原悦治（阿山市立大野小学校） 

3 一緒に作ろう/楽しいゲーム（第5学年） 

宮田直子（山形県米沢市立塩井小学校） 

4 ハンドボール 実践報告（第 目 学年） 


海を名久美子（山形県米沢市立西部小学校) 



5 ハン ドボールのゲーム教材としての発展性を考える 
小山浩（筑波大学附属中学校） 

6 ゴール型球技の基本種目としてのハンドボール 
板橋哲（埼玉大学教育学部附属中学校） 

教ネオとしての ハン ド ボールに 関する研究.実践報告が 金 
国より寄せられた。本口頭発表をでは、とりわけ6つの研 
究•実践報告が、ビデオ、 OHP 、 資料配布等によってな 
された。いずれも授業実践者の創意工夫とその中で生きを 
きと動く妃童の姿が感じられるものであった。 


[パネルデイスカッシヨン] 

「ボール運動教ネオじよる ハン ドボールの可能性」 

コーディネーター塩を和雄刷奈川県教育委員を） 


パネラー 


古ホ邦一(相模原市教育委員を） 
郡山 強(神奈川県立体育センター） 
尾崎昭弘(川崎市立生田小学校） 
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近年における児童の生活や運動意識の傾向と、それにが 
する体育. ハンドボールの 可能牲 について、 学校現場と巧 
政の双方の立場から、活発な意見交換が巧われた。 

♦ ♦♦♦ ♦ ク♦♦♦♦♦♦♦♦♦一•今^^^ 

8ち5曰曲 

寺♦乎♦乎 一•争 ♦♦«#> 争♦寺♦争♦爭♦奇♦争夺寺*爭分爭♦寺♦爭•♦爭♦夸 -# •爭♦♦♦♦一♦♦♦一 ♦ ♦命♦寺 ♦ 

[小学校授業提案] 

指導 助言：古井邦 一 （相模原巿教育委員会） 

(高学年）「まってもらってドン/」 

授業者：前田利憲（川崎市立西御幸小学校） 
協力者：矢崎雅子（同川崎小学校)、 

関恵美（同新城小学校） 

(中学年）「思いきり投げるぞ/大玉ごろろん」 

授業者：获原巧恵（川崎市立南生田小学校） 
協力者：酒井勝（同東生田小学校)、 

野原博人（同南生田小学校） 

尾崎昭弘（同生田小学校） 

たとえ ハン ドボールのプレー経験のない小学校の先生で 
も、 ハン ドボールを教材にして効果的な体育の授業ができ 
るようにと、神奈川の授業研究グループが中-高両学年の 
授業提案を斤った。いかにチームで協力して得点するかと 
いう戦術学習と、遊びの中から投球フォームを自然に獲得 
できることを、ポイントにしたものであった。 

[講暴] 「ボール 運動 教ネオとしてのハンドボール」 

林恒明（秋田大学教育文化学部教授） 

児童が興味-関'じ、を持ってハンドボールの授業に取り組 
めるようにするために必要な要素に ついて、 上記の授業提 
案にも触れながら、示唆を与えた。 

[閉会ま] 

挨 搂㈱ 日本ハンドボール協を常任理事中澤重夫 
<研巧集を運営委員の手記ぶ0> 

第3 ◎全国学校体育/ \ンドボール研究集会を終えて 
第3回のハンドボール研究集会を8月4 • 5 日 に神奈川 
県（藤沢市県立体育センター）で開催しました。第！〜2 
回の研究集会は2年続けて愛知で開催され、特に愛知県は 
小学校の登録の数では他県に比べけた違いに多い こと や 日 
頃からの組織的な研究や活動も熱'じ、で盛んである。このよ 
うな環境で關催された研究集をを引き継ぎながらの神奈川 
での關傕となり、不安なスタートとなった。神奈川におけ 
る学校体育（特に小学校）の教ネオとしてのハンドボールは、 
まったくといっていいほど取り入れられていないのが現が 
であった。また小学校のクラブチームも常時活動している 
のは2〜3チームを数える程度であった。そんなか況の中、 
学生時代にハンドボールの競な経験のある先を方に声をか 
け少しずつ輪が広が9、最終的には7人の小学校の先生方 
による研究グループが形成され、学校体育におけるハンド 
ボールの教材研究が始まった。研究をの活動はとても意欲 


的で、内容を実際の授業で確認しながら研究を深め、その 
中からより良い教材を求める、活発な議論がなされた。 

昨年の研究集会の講義-講演や授業提案などをふりかえ 
ると、あらためて学校体育における教がとしてどのように 
ハンドボールを取り入れ、取り組んでいけば子どもたちに 
とって最適な教材になるかということを考えさせられた。 
それを±台として神奈川では、新指導要領ではハンドボー 



ルを取り扱うことができるようになったことや、生きる力 
を考える問題解決-課題解決学習を巧野に入れ、自然に勤 
作やな能が上達する工夫、場作り、ルール作りの工夫、教 
具の工夫など様々なアイディアが上がった。 

このような研究を進める中で自かが経験してきた競お性 
のハンドボールの あり方に新しい発見を感じた。数年後に 
はこのような子どもたちが中学校、高校、大学、社会人へ 
と成長したときに、自分自身が指導者としてどうあるべき 
かを考えるよい機をとなった。 

本研究集会で発表するだけでなく準備や教材研究に携わ 
ったことは自夕にとって大きな財産となった。 

神奈川県ハンド ボール 協を研究集を 

運営委員加藤道夫けホ奈川県立おの岡工業高等学校) 

* ①今回の研究集会で授業提案を巧った神奈川惧ハンドボ 
ール協をの授業研究グループが、ハンド綻験のない先生で 
も児童がハンドボールを楽しめるようにと作成した資料集 
を無料で差し上げます （A 4版、26頁)。ご希望の方は下記 
の住所まで返信用巧手 （160 円がを添えてお申し込みくだ 
さい。なおその際に、研究集を資ネ斗請求とお書き添えくだ 
さい。 

干214-00%川崎市多摩区南生田 4- 2~1 
神奈川県立ち合丘高等学校南木雅弘宛 
Tel : 044-977-8955 

ホ②ハン ド ボール 研究第3号を作成するにあたって、 ハン 
ド ボールの 研究.授業実践報告を募集致します。詳細につ 
いてのお問い合わせは、下記の連絡先にお願い致します。 
秋田大学文化教育学部佐藤靖 Tel : 0188-89- 2577 

は責：神奈川県立六ツ川高等学校が山巧夫) 
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平成 12 年 9 月度常務 J 里巧会 


〔日時]平成12年9月9日（: ±1) 

13時00か〜17時30か 
[場所]代々木第2体育館会議室 
[出席者]中澤副会長、常務理事8名、 
参事2名、監事2名、事務局2名 

【蓉議事項] 

1. フォーラム21について 

平成11年度に続き、平成13年度に他 
球技と合同で開催することを承認。 

2. 事務局後継者について 

事務局退職者の後継者について、募集 
した結果最終2名の人選を決定した。 

3. 全国理事長会について 

全国理事長会について、理事長アン 
ケートの結果、8割近くの賛成により開 
催ずることを決定。内容については、国 
体夏季移巧、10方人会、 NTS 、 登録問題 
などの議題力、'挙げられ、有意義な会とす 
ることで了承。 

4. 「がんばれ10万人会」会報紙について 
会報紙の創刊号を11巧に発行する。 

内容は事業計画、決算報告、会員の声と 
し、全会員のほか、都道府県協会に送付 
することを承認。 

5. 国体開催基準、会場ネ見察について 

第60回、61回国体の視察報告があり、 
競技施設については正規のコートとし、 
長さが足りないものについては、正規の 
コートで実施するよう指示することとし 
た。 

国体開催基準要項細則改定について、 


55回大会より簡素化効率化を図るため、 
屋内競技場のみとする改定のお願いを提 
出することを承認。 

国体組み合わせ抽選会に関ずる要項 
(案）のシードの決定方法について、従来 
の方法を改定する要項を承認。 

6. 全日本総合選手権大会について 
平成12年度第52回大会要項（案）が 
示された。 

出場枠については、な下の通り 



男子 

女子 

日本 リ ーグ チーム 

8 

9 

日本協会推薦 

4 

3 

全日本学連推薦 

2 

2 

ジャパンオープン 

2 

2 

計 

16 

16 


参加料について、学生チームは75,000 
円とし、その他のチームは10方円とする 
ことで大会要項を承認。 


7. 2001 年ビーチハンドボールブラジル 
世界選手権について 
先に、ブラジルでの世界選手権に全日 
本チームを派遣することを承認していた 
が、その後、イランが参加を希望してい 
ることがわかり、再度 AF および IF に日 
本の代表権について確認することとし 
た。 

参加に向けて計画書及び予算について 
報告があり、早急に大会要項、収支予算 
書、活動計画書の提出を求め検討するこ 
ととした。 

〔報告事項】 

1. 渡邊副会長の IF 理事（会計理事）の立 
候補について承認。 

2. IF / AF 東地区セミナーが上海で開催 


され、 AF 問題として、大会日程の変更、 
アジア東西地区巧け試合など改善策、 
日•中•韓アジアリーグの計画など協議 
された報告があった。 

3. 第2次補正（案）について、委託金、助 
成金の追加収入に伴い、特別会計に計上 
し、2次補正として10月常務理事会に提 
議する報告。 

4. 「がんばれ10万人会」各大会でのに報 
実施が況報告と、8月現在のサポート会 
員を都道府県別に報告。 

5. 機関誌 roB 登場」について、現日本協 
会役員を除いて継続することを承認。 

6. NTS 教本 - VTR の販売についで、卜 
レーニング VTR 2 巻-指導教本1研を七 
ットして販売し、1セットの場合1万円 
プラス送料900円、2セット上の場合 
送料1000円で販売ずることとした。協 
会役員、指導者、一般に販売し、販路を 
拡大していくことで協力を依頼した。 

1.1• 8月実施の夏季大会の実績報告。 

8. 各全日本アジア大会報告 

2001年世界選手権東アジア予選大会 
第8回女子アジア選手権 

兼世界選手権アジア予選 
男女ジュニアアジア選手権大会 

兼世界選手権アジア予選 
2001年世界選手権第3代表決定戦 

9. 9月8日開催の平成12年度日本リーグ 
部長会報告 

10. 目本リーグチームの休部について報 

化 
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八ンドボ—ル 



吵しよ之 / 

J \ンドボール•ファミリ^一 

n 

か子化の1158などにより畳塚人口の巧が巧巧が舍スボーツ巧の大きなおみになっ 
ています。巧ちの経活 E 不況ををを増すばかりでず。 

今こそ A ンドボール-ファミリーが圈居する時でず。皆さんが自分のチームぞ愛す 
るよラに、日本 A ンドポール巧愛して下さい。登技人口が巧え、財巧が大き<なれ 
ば、か • 中単段雜械まをとより、ビーチ-マスターズ-き晚テ A ンドポールのま: 
巧、ミニ A ンドポールの普 H 、 また沒化の根粹となるジュニア眉の重点強化、子し 
てち大会の補助をアッブや国療;^の}®[などにつなが0まず。 

資さん1人ひとりがま役でず。選手、再判、役み 0 B 、0 G などに腰らず新たな 
サポーターも募0、を員参加のをとでメジャー化を四り、 A ンドボール文化巧«赛 
しましよち a 


財団巧人曰本八ンドポール協を 

干1 50-8050 東京都渋谷区巧南1 -1*1 岸記念体育館巧 
TE し 03-3481 -2361 FAX.03-3481 -2367 

http://www-handbal 1，0り p/ 


10万人を 


善 HANDBALL FAMILY 


1 

巧を巧 

.まを時' 巧 

ザランド尝員 

10.000円 

日本協会機関誌（年11回） 

曰本協会主催大会無料パス 
会員バッジ 

曰本協会認定グッズの割引 

ファ SU - 会員 

3。00円 

曰本協会ま催大会無料 
ペア券1枚 
会員バッジ 

曰本協会認定グッズの割引 


■登録増にぶる夕 y ツト 


• メジかースポーツとしで垣卸 
• 昼なをの龍 



• スポンサーびつく 

• を頁苗の高巧 



る WMi へのち巧と巧!！ 

‘ I 〕か‘中等がの巧恐 

© ビーチ‘マスターズ•幸いず A ンドのま担 
〇=二 A ンドポール贷ほの巧入 
。ジュニア眉の重扁強化 
〇结大茸め補のをでツフ 
〇眞辰大資のお巧 
〇—巧指導が制のをな 



所定の申し込み用紙に必要事項をご記 
入の上、お申し込み下さい（郵送の場合 
は切手は必要ありません)。後曰、曰本八 
ンドボール協会か！5会員バッジなどをお 
送りします。年会費はご指定を受けた金 
融機関の□座から引さ落としさせていた 
だきまず（ほとんどずベての金融機関で 
ご利用でをます)。 

なお、申し込み用紙は、日本協会、各 
都道府県協会、または各全国連盟事務局 
にご請ホ下さい。 



















NTS ビデオのご案巧 





I 現を書留で、下記の住所に申し込んでください。 

み干 150-8050 東京都渋を区神南いい1岸記念体育館内 

4財团法人日本ハンドボール協を 

与 NTS 強化指導教本&コーチングビデオ係 
非 


1セットの場合：10,000円+送料 （ 900円）二10,900円 t 
2セットの I 上：（セット数 X 10, 000円）+送料(1，000円）兵 
セット内容：強化指導教本……1冊、 I 

コーチングビデオ60か V ず民 • 2卷 を 


ミド、寺をが巧於颗游祇苟睽ザ游带嘶祇部游驚旅藏旅碳游娜棘嘗踩游が游歌常啼於嘶驚壤帮游旅旅ザ^旅赛赛游嫁旅ろ'; 



[11 巧が巧巧弔定] 


[大会] 

女高が宮杯男子43回み子％回全日本学生選手権大会 
11巧22日〜％日/広島市東区ス ポー ッ センター ほか 
★第25回日本リーグ 
11巧1日〜29日/全国各地 

* 詳細は10巧号に掲載された日程表をご参照ください。 


巻頭言：これからの中か連「ハンドボール」 

. 佐々木英明 1 

アジア選手権(女子ナショナル、女子 Jr ナショナル、男子 Jr 
ナショナル）兼世界選手権予選男子ナショナルまアジ 


ア地区予選報告 . 緒方闆雄ほか2 

第 8 回日韓中ジユニア交流競技会報告……坂理泰幸 7 

全日本 U — 23 ロシア遠征報告 . 福地 賢 介 8 

日本ハンドボールリーグ審判団名簿 . 12 

連载 5 : OB 登場 . 本田勝亮さん巧 


[会議] 

☆常務理事を 
11巧18日曲/午前東京 
☆第2回理事を 
11巧18日曲/午後東京 


フリースロー ：熱く燃えるリーグじしよう…早 J リ义司16 

連載7 : N T S . 18 

医科学委員会報告：全日本チームのメディカルサポートの 

現況 . 西山逸成20 

医科学委員会レポート . 巧野卓也ほか23 

平成12年度 C 級コーチ養成講習会報告 . 26 

平成12年度第3回ハンドボール研究集会 . 28 

協会だより . 30 

NTS ビデオのご案内/11月の行事予を/もくじ . 32 


HAND BALL CONTENTS NOV 


Ik ， 

興奮をやすらぎに…… 

シヤンピアホみレクタ/一-プ 

[ ★スポーツ団が特別料金制度をご利用 <> 二 •兵:句 



己* *ヤンビアホテル名ろ屋 

干 460-0003 名古屋巿中区錦 2-20-5 ©052(203) 5858代表 

•巧巧化下を束山技がちがよりホへ巧ホ5み 

巧下を泉山按お巧より西へ巧歩8みタクシーはち古里巧より8み 



ンビアホテル大阪 

干 530-0052 大阪市化区南扇巧 6-23 巧 06(63 1 2) 5151代表 

* 交远巧お按巧大阪がからタクシーで10み 

大巧を港からタクシーで20み版巧®を）大反巧から,頁町まで巧ホじみ 

設化のごち巧 * ミーティングルーム•全自か;先巧お•乾巧な設あか/ HS ビデオ設置 


■シ中ンピアホテルホ坂 • シトンピアホテル青山 • シおンピアホテル防府 
•巧]丑:わントピアホテル•大津シヤンピアホテル まレエンタ-プライス巧なをな 


32 
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^イみ巧む 毒，,，がサを 


A ^ 冲叫,夕^ A 


B 巧星3’ムエ業株ぶさな 





伊藤忠商事 




ますます元気な商社になる。 


未開拓の荒れ地を耕し、種を植える。創意工夫を 
凝らして、それ3上の収穫を目指ず。常に新しい 
ことを考え、実践していかなければ、次の豊か さを 
カタ チにすることはできません。これは、商社の 
舞台でもいえること。前向きな発想を、前向きな 
情熱で動かしていくことで、初めて大輪を咲かす 
ことができるのです。斬新なアィデアとチャ レンジ 
精神で、世界のマ{ヶットを開巧する。^年先、 
W 年先を視野じ入れ、全ての情熱をぶつけていく。 
止まらないことが、エネルギー。ますます元気な 
が藤忠商事じ、ご期待ください。 



(財)日本ハンドボ I ル協会編 『ハンドボ—ル』 第四 I 一こ号 


昭和四十年六月セ日 
樂一一!種郵便物認可 


平化 T -; 一年十月二十六日目娜 
平成十一一年十一巧一日発行 


東京都巧る区神南-—-—- 
電話代表一二四八-—二 111 六 I 
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「伊藤忠商事（東京本か•大阪本な）は1997年12巧に総合商社で初めてに 01 4001の認証を取得しました。」 








